青畝俳句研究2007.8.1～8.31

01■　補聴器を持つ人秋を聞きにけり
ほちょうきをもつひとあきをききにけり

嘉一朗：補聴器は単に音を大きくしたり、伝達の意思疎通を図る手段ではないことがよくわかりました。「秋を聞く」という措辞に詩情を感じます。 

よし女：補聴器を持つ人は青畝師なのでしょう。秋を感じ取られた感慨が、ふっと口から零れたのでしょうか。側に居た方の「良かったなあ」という安堵感も汲み取れ、愛に溢れた一句だと思います。「秋を聞く」がいいですね。 

花茗荷：青畝師自身が秋を聞かれたのだと思います。秋風の音、落ち葉や団栗が落ちる音、鈴虫やこおろぎの鳴く声だったかも知れません。いずれにしても確かな秋を感じる自然の営みの音だったのでしょう。

はるにれ：今日、わたしの尊敬する先生とお別れをしてきました。晩年の先生も補聴器が手放せなくていらっしゃいました。「ありがたいことに、目も耳も不自由になって却って神様の声がよく聞こえる気がします。神様はいろいろ感じる力をくださったのですね」と、おっしゃった先生と、この句の補聴器を持つ人とがダブりました。気持ちのよい風がわたる野外で、ゆったりと椅子に座り、穏やかな様子で秋に聞き入っている方が目に浮かびます。 

けんいち：青畝師は耳がご不自由であつたと聞いています。補聴器をご愛用なされていたのではないでしょうか。どんな優秀な補聴器でも常人と全く同じには聞こえないでしょう。しかし眼の不自由な方は常人に見えないものが見え、耳の不自由な方は常人では聞こえないものが聞けると云います。秋の音。古来より風の音に秋を感じるといいます。残暑の中に聞く、かそけき秋の音。常人より増して補聴器を持つ人はそれを敏感に聞いたのでしょう。 

とろうち：親戚のおじさんがすっかり耳が遠くなりましたが、補聴器を付けて暫くぶりに会ったら「いやぁ、本当によく聞こえるよ」と喜んでいました。この句の「補聴器を持つ人」も、急にはっきりと物音が聞こえるようになったことで卒然と秋を感じたのではないでしょうか。「目にはさやかに見えねども、風の音にぞ驚かれぬる」と詠まれたように、風の音もしくは虫の音、梢のさやぎ、といった「音」に秋を感じた。まさに「秋を聞きにけり」だったのでしょう。 

光晴：耳の悪い私にも秋が来たことが判る。秋は静かな美しさだと知りました。そして、「補聴器」、「聞く」の措辞により、秋の静寂な美を強調できたのではと思った。 

みのる：「補聴器の人」ではなく、「持つ人」と写生したことで対象者の姿かたちまで連想できる、つまり具象性が高くなっている点に注目したいです。通常、補聴器はシャツの胸ポケットなどに収まっていると思いますが、対象の人はそれを手にしているという情景です。補聴器の感度調整をするために、手にとって具合を見ているという所作だと思うのですが、あたかも秋を聞いているかのように見えたのです。仮に、自画像であっても、一歩離れて、第三者風に写生されているところがうまいですね。 

02■ こけふまぬようにと仮名で秋の寺

こけふまぬようにとかなであきのてら 

嘉一朗：「こけをふまないように」と注意書きの札がたててあるお寺の苔庭。仮名なら小学生でも読めるだろう。みんなで大切にしてほしい。この苔はお寺だけのものではないですよと言っておられる。 

けんいち：お寺の苔庭に、「こけふまぬように」と仮名書きで注意板がたてられている。それはおそらく年中立てられているのでしょう。春でも夏でも冬でも良い筈。そこで季を置き換えて読んでみましたが、しっくりこない。やはり秋の寺でなければならない。なぜなのだろう。芭蕉の教えに従い舌頭に千転。梅雨の頃は苔の花を咲かせて美しかった、そのあとの炎天にいささか黄ばんできた。秋を迎え昔ながらの苔庭を美しく護ってゆきたい。寺内の紅葉が苔の緑に映える時も近い。秋を迎えるひっそりとした寺の様子、住職の心配りが、仮名書きの語感とあいまって感じられてきました。 

光晴：寺にある注意書き一つで、よく手入れされた幽境なお寺を表現したと思う。「閑かさや」などと説明していないところが凄い。 

花茗荷：苔生す古いお寺でしょう。「秋の寺」とありますから紅葉の見ごろでしょうか。「上ばかり見ていないで足元にも注意」という感じですね。仮名で書いてあることで滑稽味があります。漢字なら一目瞭然ですが、仮名だと一字ごと声を出して確認します。これを俳句にしてしまうのがさすがです。

よし女：注意書きが仮名だと、だれもがゆっくりと声に出して読み、そのことを理解するでしょう。　読み手に、柔らかく確実に伝わると思います。その苔は、梅雨のころ湿った地に張り付くように繁茂するようです。初めは、なぜ「秋の寺」なの、と思いましたが、苔の生態を思うと秋の寺がぴたりときますね。奥の深い一句だと思います。 

とろうち：これを仮に「苔踏まぬように」と漢字混じりで書かれていたらどうでしょう。ざっと字を見ただけで意味がすっと入ってくる。一読して通り過ぎてしまうのではないでしょうか。「こけふまぬように」と書かれていることでゆっくりと字を読んで、それから意味を租借するように感じます。下世話ですが立て札も達筆ではなく、どこか味のある筆跡ではないでしょうか。秋の寺と言ったことで、何か内緒話をするような、「しーっ、こけをふんじゃだめだよ」といった感じがします。命令形であるにもかかわらず、どこかかわいらしい雰囲気がありますね。

桃子：また来年も、この庭がみずみずしい緑の苔で満たされますように、とのご住職の思いが、どなたにも優しく伝わるように感じます。「目立たなくても　私はここに生きていますよ」と言う苔の声が聞こえてくるように思われるのです。

みのる：なんでもない情景、見たままそのままですね。誰でも一度は出会っていると思うのですが、見落としていて句には出来ません。どのように季語を斡旋すればいいのかが思いつかないからです。「秋の寺」は動かないでしょうか。「春の寺」「夏の寺」「冬の寺」でも句意は通りますよね。よし女解にもあるように、苔は梅雨季にたっぷりと水を吸い、夏に繁殖し、盆を過ぎた秋口が最も美しいと感じる季節ではないでしょうか。またその美しい苔と散紅葉とのコントラスト･･･そんな秋の情緒が浮かびます。苔の美しさを直接言わずに、「秋の寺」と措辞することで鑑賞者の連想に委ねる･･･つまり客観写生の極意と思います。

03■　石炭の荷を数珠つなぎ秋航す

せきたんのにをじゅずつなぎしゅうこうす　 

嘉一朗：石油タンカーでなく石炭を積んだ船であるのが絵になるのでしょう。それも数珠つなぎで。しかしこんな光景は、近代の日本ではもう見ることはないでしょうね。石炭と冬。その前の秋。だから「秋航」が効いていると思います。 
けんいち：かの夕張、そして九州筑豊、そのほか日本石炭産業の華やかしき頃、掘り出された石炭を満載した平船がタグボートに数珠繋ぎに引かれて河口の港に向かいつつ川をくだっている、そんな風景が眼に浮かびます。ボタヤマを背景に殺風景ですが、ただ天だけが抜けるように高い。涼しい秋になり、増産にむけた活気とその喜びが、「秋航」という言葉に伺えます。夜になれば月が出て、山では炭坑節で賑やかになるのではないでしょうか。 

光晴：ゴッホの絵のような明るい景を感じます。それは、満載の石炭と秋航とからくる、豊穣の感覚と空の青さ水の青さだと思います。即物具象の佳句だと思います。 

花茗荷：石炭を載せた、たくさんの船の光景を高台から俯瞰する位置で眺めていたのではないかと思います。数珠のように繋がっている光景が意外性であったり驚きであったりしたのではないでしょうか。今ではまず見られない光景でしょう。エネルギーが石炭から石油へ、そして核ですから。
桃子：数珠繋ぎの石炭の船にきつい労働のあとの達成感を感じます。紺碧の秋空の下、豊かで暖かい冬に向かっての旅立ちが目に浮かびます。秋であることが利いていると思います。労働者に対しての師の温かい思いを感じました。 

よし女：冬に備えて、石炭の荷が数珠つなぎで出航していく。時は秋、船に石炭を積み込むのは重労働だったようです。天秤棒で担ぎ、歩板をのぼっていく。皆、人力だったのでしょう。でも、炭鉱景気に沸いていた威勢の良い、当時の空気を感じ取ることが出来ます。 

はるにれ：青畝師の句は、独特のニュアンスがありますね。平易な言葉、俳句俳句していない言葉選び。けれどその景がすっと見えてくる。この句も今は見られなくなった景なのに、読む一人一人に容易に見えるのです。そこが青畝師の凄さなのでしょうか。 

とろうち：さすがに私にはこの句は読み取れません。みなさんのコメントを順に読んでいって、こういう風景を詠んだものか、こういう風景が当時あったのかと想像するばかりです。かろうじて、秋の澄み切った空と海の色と空気を実感できます。この秋という季節は動かないのでしょうね。 

みのる：確かにその時代の記憶のある年代層でなければ想像できない情景ですね。「石炭舟」をキーワードにネット検索してみると懐かしい写真がありました。
http://blog.goo.ne.jp/m4_1929/m/200705
http://tanden.city.kushiro.hokkaido.jp/jidai/card1/1237i.htm
http://tanden.city.kushiro.hokkaido.jp/jidai/1210.htm
資料から推測すると、石炭舟は川を運搬路として使っていたらしいことがわかります。残念ながら、数珠つなぎの写真は見つからなかったので、想像するしかないのですが。さて、この作品もなぜ「秋航」なのかというのがポイントですね。「春航」「夏の航」でも、一応風情は醸します。数珠つながりに一の字の航跡を引きながら、粛々と曳かれていく石炭舟の景に、もっともふさわしい季感として秋を選ばれたのでしょう。ひょっとして、青畝先生がこの景をご覧になったのは、夏か初冬であったかもしれません。けれどもその情景を一句にまとめる段階で、「秋航」と推敲されたとも考えられます。私たちは、吟行時の写生句に、当季の季語を配することにこだわっていないでしょうか。詠んだ句を舌頭に千転してみて、もし更にふさわしい季語があれば推敲で変えることもテクニックなのです。俳句は文芸、つまり芸術なので、見ないで想像で句を詠むことはタブーですが、上手に嘘をつくことは許されるのです。
04■　秋口といふその言葉待たれゐし 

あきぐちといふそのことばまたれゐし 

けんいち：まだまだ暑い最中。秋の気配などひとかけらもない毎日。しかしもう秋は近い筈。「もうそろそろ秋口ですな」という言葉が聞ければ少しは身も休まるのに。「立秋」とか「秋立つ」でなく「秋口」を使う師の言語感覚に凄さを感じます。一般口語のこの言葉を使うことにより我々庶民の秋を待ちわびる気持ちが顕に読みとれます。秋口=秋になつたばかりの頃。秋の始め。（大辞林） 

よし女：難しい一句ですね。朝から格闘していました。大暑の厳しさを感じ、早くしのぎやすくなって欲しいという一句でしょうか。秋口という言葉を待って居るのだよ、など。下五の「待たれゐし」の解釈に苦しみました。感覚的には「待たれることよ」とか「待っているよ」などと思うのですが、古語辞典の活用形が必要になりますね。「たり」の活用形「たれ」、「居る」の活用形「ゐ」、「し」は文節の強調。一読したとき「待たれ」が敬語なのかと早とちりしました。


花茗荷：私の母がよく「秋口」と言っていたのを思い出します。因みに口は物事の始めの部分とあります。春夏秋冬では秋だけですね。口がつく。その夏は殊更暑い日が続いたか又青畝師自身がご高齢のため暑さに閉口したのだと思います。早く「秋口」という言葉が使われる日を待ち望んでおられたのではないでしょうか。
嘉一朗：秋口の語を角川大歳時記秋で探したら、初秋（はつあき）の項にあった。「秋の初めの頃をさし、八月に相当する。ちょうど残暑の頃であり、日中はまだまだ暑い。しかし、朝夕吹く風に秋の気配が少しずつ濃くなり、空の色も微妙に変わりつつある時である。ゆっくりと、しかし確実に季節が移ってゆくことを実感させられる季語である（櫂未知子）」とあった。初秋と秋口の微妙な違いを味わいたい。 

とろうち：秋口というと、一般的な感覚では9月頃でしょうか。残暑はまだまだ厳しいですが、秋の気配が、はっきりと朝に夕に見えてくる頃だと思います。夏の暑さにだれて、早く秋になってほしい。言葉の上だけでも秋という言葉が待ち遠しいという気持ちが表れた句ではないかと思います。 
更紗：私の母もよく「秋口」を言葉にします。小さい頃から耳にしていたので、私の中では、8月の20日過ぎから9月初旬ころかなと感じています。夏の甲子園が終わって、長かった夏休みも終わりに近づき、ふと現実に返ります。朝晩、涼しくなってきて肌掛け一枚を増やしたり、寝入るとき外から虫の鳴き声が聞こえてきたり、と。人は、寒くから暑くよりも、暑くから寒くなる方が肌で敏感に感じ取るように思えます。まだまだ暑い最中、「もう秋口ですね」と言葉を掛けたい。そんな気持ちが込められているのではないでしょうか。「秋口」というその瞬間にしか使えない季語、早すぎても意を汲めず、遅すぎては季語が動いてしまう。とても難しい季語を「待たれゐし」と動詞で止めることで、作者の今の気持ちを的確に表したのではないか。はっとさせられた一句です。 

光晴：「待たれゐし」が難しいですね。「ゐ」は、居るの連用形だと思います。そうすると、「し」は「き」の連体形でしょう。「き」の意味は「・・た」「・・ていた」です。秋口といえるような日の早く来ることを待っていたのだが、やっとその日が来ましたよ。と言う感慨と思いますがどうでしょう。連体止めで余情を深めたのだと取りました。 

みのる：秋口は、素直に解釈すれば秋の入口の意だと思うで、8月8日過ぎを指すと思います。新涼という季語もありますが、要は朝夕の涼しさを感じる頃でしょう。それを実感できる日が待ち遠しいことよ（早くきてほしいものだ）、という作者の気持ちを詠まれたと解するのが素直ではないでしょうか。理屈で言えば、この句で使われている季語は秋口という秋の季語なので、この句は秋の句ということになるでしょうか。けれども句意としては、まだ秋になっていない晩夏の句ですよね。俳句は、季語云々を論じるのではなく、季感だということを皆さんに覚えてほしいと思ったので、この句を取り上げました。極端な場合、季語が使われていなくても一句の雰囲気として、季感が存在すれば、無季の句ではないのです。古語の文法解釈については、わたしも心もとないので詳しい方に譲ります。

05■　奈落なるアルペンルート星月夜

ならくなるあるぺんるーとほしづきよ 

けんいち：サラリーマン現役時代、よく富山へ出張しました。ただ残念なことですが、アルペンルートに分け入ったことはありません。しかし、この句は自分なりによく理解できます。上から下から見る限り立山連峰は容易に人を寄せ付ける雰囲気ではありません。ところが黒部ダムが出来てその作業の為の道が築かれ、それを利用してバス、トロッコ電車等で誰でも入ることが出来るようになりました。これがアルペンルートなのでしょう。しかし、あの山容を見る限りその道は奈落の底を行くような道。その奈落の底から上を見れば降るような星月夜。ああ、早速に出かけよう。 

はるにれ：「奈落なる」という入り方が凄いと思いました。「アルペンルート」、「星月夜」という一種の甘さを持つ言葉を甘く終わらせないで、アルペンルートの下の峪までの深さと、宇宙とをつなぐとてつもない深さを奈落という一語で表している凄さです。 

花茗荷：きっと立山黒部アルペンルートのことでしょう。ケーブルカーやトロリーバスなんかで乗り継いで行くのですが、急角度で地下へ潜るように進む黒部ケーブルカーには、とても恐怖感を覚えます。まさしく奈落の底へまっしぐらの様です。宿泊施設のある立山室堂に到着すれば、そこは最高地ですから夜ともなれば星はデッカク見えるし、又メチャクチャ明るく見えます。奈落の底から一挙に星明りの別天地へ来たように思えたのではないでしょうか

よし女：一昨年、プランを練って立山黒部アルペンルートを辿り、感動にひたりました。この一句、作者の心に共感できます。天地（あめつち）を対象とした実に大きな景ですね。宇宙を包み込むような。その大景を、「奈落なる」の措辞が全体の引き締め役をしているように思えます。 

嘉一朗：私もこの春、満天の星を見ようと立山に行き、アルペンルートを体験しました。あいにく、山開きの日だったので残雪の中でした。アルペンルートを進みながら、黒四ダムの建設に関わり犠牲となった人々を悼みました。「星に祈りを」という感慨を抱きます。

更紗：「アルペンルート」、登山経験がないため、一生懸命、何度も句を読み返しました。はじめ疑問に思ったのが、「奈落」＝下。「星月夜」＝空、上。そして「アルペンルート」。みなさんのコメントを読んで、なるほど壮大な句なのだなと感じ取れました。が、経験不足のため言葉上でしか鑑賞できず、とても残念です。いつか行ってみて、この句を体感したいです。

とろうち：以前「作句のコツ」みたいもので、近景を詠んだ時には遠景を配し、遠景を詠んだときには近景を配すると句に広がりが出るというのを読んだことがあります。前回の青畝俳句研究にもありましたが、これも天と地という縦への広がりが感じられる一句ですね。奈落という下へと引っ張られるような言葉がまずあって、下五で星月夜といういきなり空の高みへと引き上げられるような言葉で視点が上下に引き延ばされる。さらに「奈落」という暗黒を思わせる言葉に対して、「星月夜」という、けっして煌々と明るい光ではないけれど、人里離れた自然のただ中だからこそ明るく輝いて見える光を置いたところに、うーんさすがだなぁと感銘を受けます。アルペンルートに行ったことはないのですが、このアルペンルートという場所が効いているように思います。 

みのる：アルペンルートというのは一般的な用語ですが、日本では長野県と富山県の県境をまたぐようにそびえる霊峰立山を、7種類の乗り物を乗り継いで越えていく観光山岳ルートのことをいうようです。さて、この句は二通りの解釈ができそうです。ひとつは、満天の星を打ち仰ぐ山頂近くに立って、見下ろす深い闇の奈落に今日辿ってきたアルペンルートがあるのだなぁという解釈。そして、もうひとつは、奈落の底から満天の星空を打ち仰いだ縦の小宇宙の写生。どちらにも解釈できそうですが、「奈落なる」が作者の位置と解するのが無難かと思います。星月夜なので真っ暗闇ではなく、四囲には3000m級の山影が屏風のように屹立している様子も見えていると思います。それだけにより「奈落」という実感があったのだと思います。

06■ ヒロシマ忌祈る生きとし生ける身も

ひろしまきいのるいきとしいけるみも 

けんいち：つい先日ある会合で広島の被爆経験者のお話を聞きました。爆心地の近くにいながら奇跡的に生き残った方です。その悲惨さが、淡々とした語り口であればあるほどに私の身に染み込んできました。今日ヒロシマ忌。この悲惨さを知れば、地球上の生きているすべての人は死者に対し祈らざるを得ないでしょう。しかしこの句の最後の「も・・・」はなにでしょう。私には、死者があの世から、私達生きとし生きるものに対し、二度とこのようなことが起こらないようにと、祈ってくれている。そのように思えてなりません。　

光晴：ヒロシマ忌祈る/生きとし生ける身も、切れはここにあると思います。こんなことが二度とあってはならないと、広島でお祈りをささげているのでしょう。その時沸き上った感情が、「地球上の全てのものにも」というお祈りとなったのでしょう。広島の原爆資料館は何度訪れても、心から地球上の生命を考えさせらます。 

よし女：今朝、テレビで広島平和記念式典の中継を放映していました。8時15分には当地でもサイレンが鳴り、黙祷をいたしました。「生きとし」のト・シともに強めの助詞と解釈。生けるものはこの世に生かされているものですよね。そして、「生ける身も」は作者自身を指していると思います。生かされているこの身も。「ヒロシマ」をかたかなで強調して、「祈る」と続き、「生ける身も」と結んであり、すごい一句ですね。平和に対する作者の強い祈りを感じます。 

はるにれ：誰もの思いが、祈りが、何気ない形ですっと句にされている青畝師の特徴がここにもあるように思います。けれど中七に「祈る」を入れているところが俳人としての強調であり、この句の核になっているのはさすがと思われます。語順を変えて、祈るが最後に来てしまったらこの句のよさは無くなって只事になるような気がします。 

花茗荷：ヒロシマ忌祈る　生きとし生ける身も（祈る）だと思います。「生きとし生ける者」ではなくて、「生ける身」になっています。つまり、「生きている身体」が強調されていますね。これは原爆の被災者で後遺症があり、尚痛みに耐え生き抜いている人ではないでしょうか。原爆投下され亡くなった方々だけでなく、今も後遺症で苦しんでおられる被災者の方々へも祈ったのだと思います 

更紗：何度も読み返しました。どうしても「生きとし」の「とし」でつかえてしまいます。私は原爆投下のずっと後に生まれましたが、私の父母、祖父母が戦争を経験しています。もう二度と繰り返してはいけません。父母から、その時々に戦争ではこんなことがあった。などの話を聞いています。次の世代の息子にも、もう少し大きくなったら、少しずつ伝えていこうと思っています。「生きとし生ける身も」は、世代に関わらず生きている者、生かされている者みんなと捉えましたがいかがでしょうか？ 

嘉一朗：わたしは長年、小中学校で教鞭に関わって来たので、こども代表平和への誓いに関心を持つ。今年も「私たちは、あの日苦しんでいた人たちを助けることはできませんが、未来の人たちを助けることはできるのです。」と宣言している。それはまた、祈りでもあります。こどもも大人も未来の人もすべての人の祈りとして。 

とろうち：「生きとし生ける身」というのは全世界、全宇宙のすべてを含んだものと捉えました。原爆で亡くなった方、原爆の後遺症に苦しみつつも生きてきた方、被爆しなくても戦争を体験してきた方、そして戦争を知らない世代の人すべて、さらに人間以外の生き物すべて。二度とこのような惨事が起こらぬように祈ろう。原爆に限らず戦争で亡くなった方達への鎮魂をこめての祈りがそのまま力となるように、地球上に生きるものすべてが、全宇宙の魂が祈ろう。そういった強い意志と大きさを感じる句です。 

みすず：まず上五に、ヒロシマ忌という季語を置くことによって、読む者の心に、一人ひとりの原爆への思いが広がります。そして最後に、「生きとし生ける身も」ととめたことによって全世界が祈りを捧げているという大きさが出ていると思いました。これが、「生きとし生ける身も祈るヒロシマ忌」だったら、単なる報告、説明句のようになってしまうのでしょう。畳み掛けるように中七、下五と続くことで、力強さとふくらみが出ます。凄い句だと思いました。

みのる：この作品、テレビ放送の式典をご覧になって詠まれたのではないかと思います。そして、「生きとし生ける身も」は、よし女解にあるように青畝師自身と見ます。半世紀以上過ぎた今、平和を祈る人々のほとんどは、戦争体験のない世代です。そのような多くの祈り人たちとともに、ここまで生かさされてきた老いの身もまた、一人の祈り人として参加しているよ。というふうに解すると、作者の心が見えてこないでしょうか。「生ける身も」の「も」の一字によって、多くの祈り人の姿を連想させています。たった一文字でこれだけのことを言い表すことができるのですから、俳句という文芸は、たまらないですね。

07■　洗ひたる硯の上の試し書き

あらひたるすずりのうへのためしがき 

けんいち：今日は月遅れの七夕。この日、硯を洗い習字の上達を願うと云います。そして気分もあらたに短冊に願いを書くのでしょう。それにしても大きな硯ですね。普段よりも念を入れて洗った硯。水も乾いて表面はにぶく光っています。そこへこれも綺麗に洗った筆に水滴を浸しこれから書こうとしている願いを試し書きするのです。まだ暑いですが、すがすがしい秋の気分が伝わってくる佳句です。私のように余り硯も筆も手入れせずに、ただ習字の上達を願うだけでは駄目ですね。 

とろうち：この句を見るまで「硯洗い」という季語を知りませんでした。歳時記を見ると七夕の前日に硯を洗い、七夕の朝に芋の葉や稲の朝露をうけて墨をすり色紙に字をしたためるとのこと。読むだけでも気持ちが引き締まるようなすがすがしさを感じます。きれいに洗った硯の上で、色紙に書く文字を試し書きしたのですね。心を落ち着けるように、精神を統一するように、紙の上に筆を置く前に硯の上に字を書く。誰にでも心情が分かる佳句だと思います。

はるにれ：「硯洗い」という季語を使いたいと思う時、すぐそのままやってしまいがちな私に「洗ひたる硯」という言い方をしていらっしゃるところがさすがと思いました。本当に季語が身体の中に入ってこなれていなければだめだと、俳句への普段のいい加減な自分の取り組み方に反省しました。しばらく使わないでしまいっぱなしの我が硯をきれいに洗って、この句を書いてみたくなりました。 

こすもす：一読して、「えっ、季語はどれ？」と思いました。そして一番怪しい硯を調べてみますとありました。七夕の前夜、子供が硯や机を洗って手習いや学問の上達を祈ることで、納得しました。きれいになった硯や机の上で気持ちも新たにお習字の練習に励んでいたのでしょうね。 

嘉一朗：今日は仙台の七夕まつり。毎年八月にある。ここでも短冊に硯ですった墨で書いた願い事を飾っているのだろうか。世の中だんだん墨を擦るということが少なくなってきている。墨を擦り、硯を洗うという行為がますます生活から遠のきつつある昨今です。今日は改めて硯を洗うという季語を味わいました。

よし女：硯洗の季語が、洗ひたる硯と使われていますね。きれいに洗った硯の上に洗う前に書いた試し書きしたものを置いた。七夕竹につるす色紙の文字。俳句だったのでしょうか。きちんと置いたそれを見て、「うん、これで良いだろう」と頷かれたのでしょうか。下五の名詞止めがそんなふうに思わせます。 

光晴：よし女さん解でやっと納得できました。普段硯など使わない身に取って、硯の上の試し書きはどこにポエムがあるのだろうと思っていました。自分の書いた試し書きにやっと納得した作者の七夕風景が目に飛び込みました。 

みのる：試し書きをどう解するかがポイントですね。きれいに洗いあがった硯を見ながら、「これでよし！」と、ちょっと悪戯感覚で硯の上に指で文字を書いてみた・・・と解してみました。硯の上に試し書きが置かれているとすると、時間経過を詠むことになります。俳句は瞬間写生が基本なので、みのる解としては、少し違う視点で鑑賞してみました。でも、正解は青畝師に聞いてみないと分りません。

08■ 銀河より聞かむエホバのひとりごと 
ぎんがよりきかむえほばのひとりごと

けんいち：私はクリスチャンではありませんので、この句を正しく鑑賞出来ません。しかしエホバが「天にまします我等の父よ」であり、宗教の枠を超えた我々の天地を創造した神として思えば私なりの鑑賞は出来ます。天地創造以来、この地球上には紛争の絶える間もない。私はそんなつもりでこの天地を創造したのではないよ。銀河をみあげれば、神がそのような独り言をつぶやいておられるようだ。さあみんな、禁断の林檎を齧った人間の子孫よ、そのお言葉に耳をかたぶけようではないか。つい数日前、私達の目には見えない五次元の世界が、我々の周辺に存在することが証明される日も近いのではないか、との報道がありましたね。
とろうち：意味としては、「銀河＝天」にいらっしゃるエホバの声を聞こうではないかという所でしょうか。銀河が見えるほど晴れ渡った夜空をご覧になりながら、神は何を思っていらっしゃるのか。誰に語るともない神のひとりごとを私は聞きたいと思う。この夜空のように澄み渡った無心の境地で、神の思いを正しく知りたいと思う。広大な銀河の下にあって人間のちっぽけさを再認識し、そこから人間のうかがい知ることのできない「神＝自然」の真意に思いをはせた句だと思いました。
嘉一朗：角川俳句大歳時記（秋）には天の川の項に銀河があり、この句も例句に入れられています（P108）。エホバ＝創造神と銀河（日本ではエホバの証人というマイナスイメージがつきまとうけど）、壮大な宇宙と人格神であるエホバを仰ぎ、あなたが今言いたいことはなんですか、ひとりごとでなく、私どもにも語ってくださいと作者は願っている。
よし女：難しい一句です。万物の創造主であるエホバの神は何をどう思っておられるのか聞きたいものである。秋の夜空にくっきりと見える銀河を仰ぎながらの感慨でしょうか。現在でも戦争や地球温暖化など、エホバの怒りに触れることが山積みですし、いつの時代にも通じる一句だと思います。「エホバのひとりごと」がとてもいいですね。 
みすず：この句を読んで最初に思ったのが、旧約聖書に出てくるアブラハムと神様の会話でした。アブラハムが神様にちょっぴり不満を言ったところ、神様はアブラハムを外に連れだし、数え切れないほどの空の星を見せて「あなたの子孫はこの星の数のように繁栄する」と言われ、その言葉通りにアブラハム100歳、サラが90歳のときに、一人息子イサクが与えられたのでした。美しい銀河の夜に外へ出た青畝師は、神様のひとりごとをも親しく聴いてみたいものだと、憧れるような思いをもたれたのではないでしょうか。ふつふつとたぎるような熱い信仰が伝わってきました。「聞か・む」の助動詞「む」が強い願望をあらわし、またここで大きく切れていることによって、いっそうその想いが強く表されているように思います。
みのる：青畝師は敬虔なカソリックの信者でしたから、みすず解のような感覚で詠まれたかもしれませんね。でも、信仰を持っていない人でも、美しい銀河を打ち仰いでいると、宇宙を創られた神の存在を意識すると思います。耳を澄ますと神様の独り言が聞こえてくるのでは？　なんとも純真で微笑ましい連想ですよね。
09■　溶岩の修羅静まらず天の川
ようがんのしゅらしずまらずあまのがわ
けんいち：この句をどこで詠まれたのかわかりませんが、私は映像等でよく見るハワイ島を想起しました。あの憧れのハワイです。ハワイ島には4000m級の火山が数山あり、その一つマウナロア山の山腹にキラウエアがあり、常に溶岩が吹き出ています。その近くまで観光客は行けるのですが、さながら地獄絵を見る如くのようです。地下のマグマが吹き出、「修羅静まらず」の地獄、上を見上げればハワイの澄んだ空気のなかで、さながら天国のごとき天の川。天と地の織り成す雄大な風景。17文字のなかでこれだけのことを詠まれる、師は言葉の魔術師ですね。
とろうち：真っ黒な夜空にオレンジ色のマグマがひっきりなしに噴き出している。自然の猛威を見せつけられるような、地球が生きていることを象徴するような激しい躍動。それとは対照的に静かに広がっている天の川。静と動、明と暗。美しい句だと思います。
よし女：どこかの火山噴火の映像でしょうか。火口から流れ出る溶岩。避難する人たちも居たのでしょう。まるで戦さ場のような悲惨な出来事が、なかなかおさまらない。美しい天の川の下で、このような事が起こっている・・・との感慨でしょうか。中七の「修羅静まらず」という表現がすぐれていますね。
みすず：火山噴火はテレビの映像でしか見たことはありませんが、それでも息をのむほど圧倒されます。この句は対比が見事ですね。天と地、静と動、煮えたぎるような熱さと透き通るような冷たさ、現実のマグマの躍動と、何万光年という距離を隔てた星の輝き・・・景の大きな句だと思います。そしてそれらは全て神の創作であり、今なお神の摂理のうちに息づいている大宇宙があるという実感があります。修羅静まらず、という言葉もこんな使い方もあるのだなあと感心しました。
みのる：天の川という季語を配しておられるので、同じ視界の中に溶岩も見えていると解するのが自然です。従って、雲仙岳の大噴火の様子を下界から見上げておられるのではないかと想像できます。皆さんが仰っているように動と静、深い闇の中に修羅のごとくなお噴火の続いている様子と天の川の煌めく静かな空との対比が見事ですね。わたしなら「鎮まらず」の方を使ってしまいそうですが、「静まらず」の方が素直ですね。
10■　草の秋賽の川原といふところ 
くさのあきさいのかわらといふところ
けんいち：草の秋。私はこの表現、迂闊ながらはじめてです。しかし一読ずしりと胸に響きました。夏に茂った草がもう枯れてゆくだけの秋。そして虫のすだく秋。草の冬、草の春、草の夏、でもない、草の秋。それと死にゆく人が渡るといわれる三途の川、その手前の賽の川原との取り合わせ。「といふところ」、と突き放した言ひ方が、かえって亡び行くものへのむなしさというか諦観というか、それが秋の季感とともに身に染み入る句です。
はるにれ：季語が動かないというのはこういう句のことをいうのでしょうか。賽の川原には行ったことがないのですが、目の前に広がる荒涼とした川原が見える気がします。「力のある句とはすんなりと違和感なく口に出して読むことが出来、すとんと納得できる句である」と、聞いた事があります。この句にはそんな感じがぴたりと来ます。
よし女：「秋の草」と「草の秋」とではニュアンスが違ってきますね。この句のポイントは草の秋でしょうか。賽の河原は冥土に渡る三途の川のほとりにあり、逆縁になった父母の供養のため塔を造ろうとすると鬼が来て壊す。これを地蔵菩薩が来て救うという話しを耳にします。お寺の裏へ回るとそれを模した場所をよく見かけます。河原というのは、川辺の水が無くて砂石の多い所ですよね。そのかわらけばかりの場所にも多少の草が生えており、その草にそぞろ白い風が吹き、秋の気配が感じられることよ・・、ということでしょうか。これが「秋の草」では一句の生気がなくなると思いますが、「草の秋」に対して「賽の河原といふところ」で、季感が生きてくると思いました。なかなか使えない季語ですね。

とろうち：「草の秋」という言葉を歳時記で引いたら載っていないのですね。「夜の秋」という季語と照らし合わせて考えてみると草そのものに感ずる秋、秋草であるとかそういうことではなく、そこにある草の姿に秋を感じたということなのでしょうね。ここにある賽の河原というのは、実際にそう呼ばれている川原のことでしょうか。白く乾いた小石がごろごろと転がっているような荒涼とした河原。そこに細々と風になびいている秋草が、いっそうわびしさを募らせる。簡潔で好きな句です。
みすず：「草の秋」と「賽の川原」をポンと置いて、これほど響きあう情景はありませんね。多く語らなくても季語が語ってくれるというのは、こういう句をいうのでしょうか？　荒涼とした石ころの積み重なる川原、そして草の秋といえば、虫のすだく声も聞こえ草紅葉のように少し色づいているかもしれませんね。ただの川原ではなく、賽の川原というのであれば、一つ積むのは父のため、二つ積むのは母のため･･･という子どものか細い声が聞こえてきそうです。しみじみとした秋の気配に、寂寥感、無常感が伝わって来るとともに、幼くして亡くなった子どもたちへの、深い哀悼の思いも溢れているように思います。
みのる：よし女解にあるように、賽の川原と言うのは、大きなお寺の一隅によく見かけますね。みなさんが解しておられるように「草の秋」が非凡で、これによって、春夏秋冬、草の四季が想像されます。春の雪解けとともに芽生えた草は、夏には美しい花を咲かせ、秋には紅葉して錦をつづります。やがて冬がくると枯れて、その一生を終え土に返ります。万象が枯れ果てた後、長い冬がつづきますが、再び復活の春が巡ってくる。「草の秋」「賽の川原」といわれると、草の一生と人間の生涯とが重なって、そんなことを連想してしまいます。仏教的解釈でいえは輪廻転生でしょうかね。
11■　水滴のやうに蝋涙走馬灯
すいてきのやうにろうるいそうまとう
けんいち：お盆ですね。お菓子屋に盆菓子、花屋に盆花がおかれ、まだまだ日本の伝統はすたれませんね。しかしこれからどうなってゆくのかいささか不安でもあります。仏壇の前に盆提灯があり、そのなかに走馬灯もあります。くるくるくるくる、過去を今に引き戻すように回っています。中の蝋燭が溶けて水滴のように垂れています。それは涙の形。この涙は帰ってこられたご先祖様のものか、ご先祖様を迎える私達のものか。蝋涙という言葉の発見、素晴らしいですね。
よし女：蝋涙は蝋燭から溶けて流れ落ちる蝋を涙に見立てていう語ですよね。その蝋涙が水滴のようだ。過去の出来事の喜び、悲しみが走馬灯のようによみがえってくる、と解釈しました。
とろうち：「水滴のやう」という言葉から、ろうそくの横で固まってしまった蝋よりは、ろうそくの炎の真下で、水のように溶けて今にも流れ落ちんとしているような、走馬燈の影を映してきらきらときらめいているような蝋を想像しました。走馬燈という言葉には様々な思い出、その中には悲しい思いでもあるでしょう。それらを一切言わずとも想起させるものがあります。水滴のようという言葉から、それらの思い出が、みずみずしく美しいものとして思い出されるといったように感じます。
みすず：蝋涙というと、もう固まっていて、でこぼこしているような形を連想していたので、とうろちさんの解釈にあっと驚きました。そうして見ると、とても輝いて美しい句ですね。今、光を放ちながら溶けてゆく蝋と、くるくると回りながら光をこぼしていく走馬灯。人生のはかなさ、はかなさゆえの美しさが描かれているように思います。瞬間を切り取った写生でありながら、過去をも手繰り寄せるような、不思議な時間・空間の広がりのある世界を感じました。
みのる：みなさんが調べて下さったように、蝋涙というのは、ともした蝋燭からとけて流れる蝋を涙にたとえていうことばですが、実際には「蝋涙痕」のことを指して使う例が多いです。けれどもこの句のそれは、「水滴のよう」というのですから、とろうち解が正解です。つまり、みすず解にあるように、「瞬間を切り取った写生」なのです。このことが、この句の鑑賞で最も大切な部分で、あとは鑑賞する人の連想によって、いろいろと広がりが出てくるのです。
12■　嫂のながき話や霊まつり
あによめのながきはなしやたままつり
けんいち：青畝師の嫂、どなたなのでしょう。阿波野姓は婿入りされた先の姓ですから、これは奈良橋本家の嫂のことでしょうね。お盆に実家へ帰られた。盆棚を前に、この家を護ってくだされている嫂がいろいろと長く話をされる。さながら自分よりももっと前からこの家におられるように、ご先祖様のこともよく知っておられる。ああこれで安心だ、ご先祖様も喜んでおられるだろう。いささかうんざりしながらも、ほっとされた師のご様子が伺えます。
とろうち：家というものは面白いもので、他家から嫁いできたにもかかわらず、その家の家風を次代に伝えていくのは、大概女性の方ですよね。この句が詠まれたのがいつ頃なのかは知りませんが、勝手に想像するとかなり歳をとってからの句ではと思いました。若かりし頃はどことなくまだ新しい家に馴染まず、どこか浮いていたような嫂が、今ではすっかり家に馴染み、親戚の話や自分も知らないような話しを長々とするのを頼もしく見ているといった感じの、優しい視線を感じます。
よし女：合評から少しそれますが、読み仮名がふってあることに気付かないで句だけ書き取り、家事の間に漢字辞書で調べました。正しい読み方が思い出せなかったのです。「あによめ」一寸書けない字ですね。少し入り込んで調べたら、つくりの叟は家にあって火を守る長老が原義ですって。米をとぐ音ともありました。それに女偏がついてあによめ。なるほどと妙に感心しました。この一句のポイントは、「ながき話」でしょうか。霊まつりの折り、その家の歴史みたいなものを繰り返し聞かされることに少々くたびれながらも、自分の知らなかったことを知り得た、そんな喜びもあるようです。
光晴：昔からの先祖を祀る、霊まつりと、ながき話が響き合うことによって、詩的情景が与えられていますね。
みのる：青畝師のことと決めつけて鑑賞する必要はなく、お盆に一族が実家に集っている様子ですね。「嫂の」と切り出しているので、少なくともこの句を詠んでいる作者は、実家から見ると帰省客でしょう。ここからは想像ですが、実家の主であるはずの長男は、先に逝ってしまわれているように感じます。時代背景がよく分りませんが、戦死されたのかも知れません。「嫂のながき話」にそれを感じるのです。どちらにしても、嫂の苦労話、愚痴を聞くのも亡くなった人への供養と思って、忍耐している主人公の様子が浮かんできます。
13■　生身魂きざす涙を笑ひ草
いきみたまきざすなみだをわらひぐさ
けんいち：年をとるに従い、だんだんと涙もろくなる。きょうも若い頃ならば、なんでもないことについ涙を流してしまった。ああ私も生身魂と云はれる年齢に近づいていると思いつつ、こんな事に涙を流してしまったと笑い草として人に話している。年をとってゆく、複雑な心境をユーモアたっぷりに表している句と鑑賞しました。青畝師の自画像なのでしょうか。

よし女：盆は故人の霊を供養するだけでなく、生きている目上の人にも礼を尽す日ですね。両親に贈り物をしたり、婚家先の娘が実家の親に贈答したり、会食をしたり、一族が健康であることを祝う気持ちを表します。その一族が顔を揃えたとき、生身魂の方が来し方を振り返る話に、涙ぐみそうになるそのことを笑い種に、自分で座を盛り上げたのでしょうか。恥ずかしかったか、照れくさかったのでしょうね。生身魂の方の過去は、どなたでも涙を伴う話はいくつかあるでしょう
みすず：生身魂という季語は、なかなか作るのには、むずかしい季語ですね。生身魂の年代になられた青畝師であればこそ、すらりと作られたのかなとも思いました。きざす涙というからには、ちょっと目頭が熱くなった。ちょっと涙が滲んだよというほどのもの。その涙を笑い草にできるのが、年令を重ねた方の自由闊達さなのでしょう。周りの方も深刻にならずに、しみじみと滋味溢れるその話に聞き入ることができたのかもしれません。目上の人を敬う風潮もちだんだん廃れてきた今日であれば、なおさら大切にしたい季語だと思います。
とろうち：生身魂という季語は難しいですね。長い人生の中の、感極まって涙ぐむような体験を、「歳を取ると涙もろくなるなぁ」とか、「あの頃は若かった」などと、笑いにまぎれて話せるような、その人の生きてきた歴史を感じられる句だと思います。
みのる：時代とともに「生身魂」という季語が死語になってしまわないかと憂いますね。さて、主人公生身魂の涙は、若い頃に体験した幾多の苦難を家族に語りながらも、いまは幸せに長寿を賜っていることに対する嬉し涙でもあるように思います。聖書に、「神のなさることは、すべて時にかなって美しい。（伝道の書 3.11） 」という聖句があります。人の一生のうちには、「神様なぜですか！」と叫びたいほど、苦しいことや悲しいことを体験します。けれども、時がたって振り返ると、「あのときあの苦難を通らされたからこそ今の幸いがある」と思うことは多いです。恨みつらみをもって日々を数えるよりは、苦難をも感謝できる、そのような生涯でありたいと願います。
14■　南方にさまよふ魂を盆供養
なんぽうにさまよふたまをぼんくよう
けんいち：この句を読んだとたん、私は摂津幸彦の「南国に死して御恩の南風」が頭に浮かびました。この句に対する青畝師の返句のような気がしてなりません。時代的な考証は私にはよく判りませんが。お墓にゆくと必ずどこかに兵士の墓があり、また一括したその地区の慰霊塔があります。このように故郷で供養されている方はまだ良いのです。まだ多く南方で果てた兵士の魂はそこでさ迷っているのです。いきとしいきるものはそれを忘れてはならないと、師のメッセージが聞こえてきます。
よし女：季語は盆供養。この一句季感もよくわかります。第二次世界大戦では多くの方が亡くなりました。殊に南方の海やジャングルで、無念の死をとげた方の話を耳にします。船が沈んで、海に浮いた者が手をつなぎ、輪になって励まし合ううちに、一人二人と消えていく。下半身鮫に喰われた人もいたとか。現在では国民的行事になっているその盆供養。南方にさまよう死者の霊に香、花、灯明、飲食物などを供えて死者の冥福を皆で祈ろう。青畝師の強い伝言ですね。
花茗荷：「さまよふ魂」の意味ですが、供養されず、成仏できない第二次世界大戦戦没者の無念の思いだと解しました。未だに遺骨の収集さえされず、戦死者の屍が放置されている現実ではないかと思うのです。
こすもす：沖縄、フィリピンをはじめとする南方に散った尊い命。その中にはいまだ遺骨もそのままで帰るに帰れず彷徨っている魂もたくさんあるはず。ご先祖様共々ご供養して差し上げましょうと、戦争という大罪のつぐないを訴えておられると思います。
とろうち：南方に散った魂、そして日本に帰ることのなかった遺骨。お盆のたびにその魂を迎え入れ、また送り出す。日本人全体としてではなく、ある一個人を詠んだ句ではないかと思いました。
みのる：南方にさまよう・・・ですから、皆さんの鑑賞のとおり、南方に散った魂、そして日本に帰ることのなかった遺骨のことです。現代人には、語り伝えで想像するしかない出来事ですが、戦争体験のある長老にとっては、亡くなった人たちの無念さは、身を切られるほどの実感があるのではないかと想像します。青畝師はまさに、その時代に生きた人だけに、わたしたちにはこの句に秘められた作者の深い思いを鑑賞する義務があるのではないかと思います。
15■　踊笠二つにたたみ縁に腰
をどりがさふたつにたたみえんにこし 

花茗荷：毎年今の時期に行われる阿波踊りを思い浮かびました。笠を被っているのは踊る女性の方々ですね。「二つにたたみ」から推測していくと踊り疲れて道路のふちに二つ折りにした笠を敷いて腰を下ろしている情景だろうと思います。とても滑稽なことよ、だと思います。 

けんいち：女性が笠をかぶり踊る。有名なのは、風の盆踊り、阿波踊り、ですね。かたや静、かたや動。いずれも顔が隠れているだけに想像をたくましくする。静、動にかかわらずその踊りの手振り動作からたおやかな女性を頭に浮かべるのです。今日の日からして、今回の句は阿波踊りと思います。あの激しい動きですので、踊りの列は途中休憩をはさみ進みます。その休憩の時、女性は笠を外し、汗を拭い、笠を二つ折にし横におき、そこにあるなんらかの縁に腰をかけています。顔が顕かに見えます。その時青畝師は落胆されたのか、やはりと思われ、にっこりされたのか。 

よし女：季語は踊笠。頭に被る「すげがさ」を想像します。その菅笠を二つに畳み疲れを癒すため、家並みの縁に腰を掛けた。にぎわう街中の寸描が良く出ていると思います。中七、下五で季感は充分感じ取れます。 

みすず：私は、やはり風の盆の踊笠を想像してしまいました。胡弓の音にのって、しなやかに舞う手足。顔が見えないところが、またなんとも美しいのですね。踊りは夜中まで続きます。踊り疲れて物陰の縁台に腰掛けてちょっと一休み。憑かれたように踊っていたときの張り詰めた表情に比べて、なんともほっとした感じが伺えます。踊りの輪から抜けて、ちょっと見物といったところでしょうか。踊り手が笠をたたんで腰掛けていた・・・ただこれだけの所作を写生するだけで、踊りのにぎやかさ、緊張感、安堵感などが表現できるのですね。とても参考になりました。 

更紗：掲句は、このように取り上げられていなかったら、そのまま素通りしてしまいそうな句です。本当に、句のまま、そのままを写生されたのだと思います。でも、何度も読み返すと、そこから、ぱっと世界が拡がります。それまで、夢中になって踊っていた踊り子。踊りの輪から一人離れ、踊笠を畳んで、縁に腰をかけた。笠を畳むことで現実に戻る。静の動作です。そして、今まで自分が踊っていた夢のような世界（適当な表現が出来ません。）を見つめる。そして、また、笠を拡げて踊りに戻る。動です。踊笠を畳む、拡げる＝静と動の世界を行き来する。それを「踊笠」に託して表現する。余分なこと、説明をせず、その世界を表現する。俳句らしい俳句ですね。 

みのる：↓インターネット検索すると「踊り笠」で下記がヒットしました。
http://www.geocities.jp/bizenyakicraft/hanamushiroodorikasa.html
これだと、「二つにたたみ」が納得できますね。俗に言う菅笠、遍路笠のようなイメージとちょっと違うのですね。休憩してまた戻る・・・というような時間経緯で鑑賞せず、瞬間を捉えるようにした方がいいと思います。また、あまり複雑に鑑賞する必要もなく、賑やかな踊りの列の一点景と見ればいいと思います。厳密に言えば、この句だけでは、男性なのか女性なのかは明解ではないですよね。けれども、「二つにたたみ」が女性を連想させる働きをしています。このあたりの巧みさを学びたいです。
16■　黒船と化けて漂ふ灯篭かな 
くろふねとばけてただよふとうろかな 

けんいち：盆の終る日、送り火や灯篭流しでご先祖様をあの世へお送りします。私の田舎は島ですので、小さな舟に家の名前を書いた提灯を舟の中央にたてた棒にさげて、浜辺から海にながします。精霊舟（しょうろふね）といいます。午後12時かっきりに、近隣の家が出揃い、提灯に蝋燭の火をともし、一斉に精霊舟をながします。おりからの風で中の一隻の火がふっと消えます。この舟だけが黒々と夜の海に漂います。その家の人は、ご先祖様の霊が、灯りがなくとも無事帰れますように、この世に残り漂いませんように、必死に祈るのです。そんななつかしい風景を、この句は私に思いださせてくれました。 

とろうち：灯篭流しの風習がありませんので、よく分らなかったのですが、灯籠の火が消えて、真っ黒な影が沖へと流れていく様子を詠んだものなのですね。一つまた一つと火が消えてゆく様は、黒船に化けてという言い方にぴったりなのかもしれませんね。 

よし女：灯篭流しの景でしょう。実際に見たことはありませんが、今頃の時期、テレビでよく放映されます。海に流した灯篭の灯りが消えて心もとなく浮いている。それを黒船と化けて漂うとした表現が巧みですね。さすが言葉の魔術師です。灯篭の季語に対して季感がはっきりしていると思います。 

みすず：普通、私などは流灯の句を作るとき、明りがきれいだとか、寄り添うとか、明るさに焦点をあてて詠むと思いますが、消えた灯籠に焦点を当てたところが独特だと思いました。黒船に化けるという言い方がユニークですね。おどろおどろしたというよりも、少しユーモアのある表現だと思いました。ここには詠まれていませんが、まだ燈の灯っている多くの灯籠も想像できて、明暗の対比の美しい句だと思いました。 

更紗：灯篭流し、小学生の頃、東北地方に住んでいたことがあり、一度だけ実際に見たことがあります。そのときの感想は、灯篭の意味をまだ知らなかったので、きれいだなと思っていました。さて、この句「黒船と化けて」とあるのですから、火が消えてしまった灯篭ですよね。灯篭というと、真っ暗な夜に川の流れに身をまかせ、ほのかな火を燈しながら漂っている。そんな情景ですよね。それを、消えた灯篭を、「黒船」と表現し、しかも「化けて」と言い切った。ユーモアがあるなぁと感心しました。語彙が豊富ですよね。「ごとく…」などの形容を使わず、消えた灯篭を表現して、そのあとに、「漂う灯篭」と続け、ひばりさんの歌ではありませんが、「灯篭＝一人一人の人生」のような感じがして、川の流れのようなものなのかなと感じてしまいました。

嘉一朗：小豆島に帰省した夜、流灯があり見にいきました。16日の朝の満潮時、潮入川に昨夜の精霊舟が一艘戻ってきていました。そしてこの句を味わいました。 

みのる：面白いエピソードを披露しましょう。じつは、20年前ひいらぎの合評でも夜の景か昼の景かで参加者の意見が紛糾した句なのです。正解は、朝の浜辺で詠まれた作品でした。当時の合評は、青畝師の最終チェックがありましたから、どんな的外れな鑑賞をしても最終的に正解が分りました。それだけ価値が高い合評だったのです。当時、新参者で的外れ鑑賞名人であったわたしは、朝まだきに黒焦げになった灯篭が沖に漂っていると解しましたが、合評の主力メンバーであった当時の幹部の方たちは、一同に夜の写生句だと主張しました。灯篭と言う季語を昼の句として鑑賞するのはおかしいと言うのがその理由でした。けれども、火のともった灯篭の影を黒船と見るのは無理があるし、まして火の消えた灯篭は闇で見えないのではないか、しかも、もしそうだとしたら、この句のどこがいいのか・・・等々、怖いもの知らずだったわたしは生意気にも反論したのです。延々と議論が続きましたが結局結論が出ず、青畝先生の裁きを待つことになったのです。で、結果は、朝の情景であったと言うことなのです。「黒船と化けて、寄せ来る灯篭かな」であれば、もう少し鑑賞しやすかったかもしれないのですが、「漂う」だったので迷わせられました。灯篭の句としては、視点を変えた異色の作品ですね。この作品が名句といえるかどうかは別として、先入観や理屈で句を鑑賞してはいけないと言うお手本として取り上げました。

17■ 手花火を抓まむ手がすぐ替りけり 

てはなびをつまむてがすぐかはりけり 

けんいち：子供に手花火をもたせ、母親が火をつける。線香花火であれば、最初に火の玉があらわれる。子供は興味ぶかく顔を近づけるが、すぐにパチパチと火が爆ぜる。子供は驚いて手を伸ばし、顔をそむける。母親は子供が伸ばした手から花火を抓みとる。子供は安心してうずくまり、うれしそうに花火をじっと見つめ歓声をあげる。この17文字から、そんな様子が私には浮かびました。 

とろうち：手花火を抓むですから、線香花火のように思えますね。抓む手は誰から誰へと替わるのでしょう。母親が火をつけてから子へと替わるのか。それとも火花に驚いた子供が、親へと花火を渡してしまったのか。私としては前者を採りたいなと思います。まだ本当に小さい子、花火に喜ぶというよりは花火そのものが不思議でたまらず、口を半開きにしながら、ただただ花火を見つめているような小さい子。自分の子の小さい頃を思うと、なんとなくその光景が想像できます。 

よし女：線香花火でしょう。喜んで、手花火に火を点けてもらった子供が、火花がパチパチ四方へ散るのに驚いて声を上げ、側の大人（母親か父親か）にすぐ渡した。読み手がいろいろ想像できて、とても楽しい一句です。とろうちさんはご自分の子供さん、私は孫たちの様子が、ありありと浮かんできます。 

みすず：子どもたちは、花火が大好き。花火を一人が持つと、わたしにも持たせてと小さな子がせがんで、大人やお兄ちゃんの花火を持たせてもらう。でも、小さな子が持つと、線香花火はすぐにボトッと玉が落ちて消えてしまうのです。そんな光景を想像しました。どういう情景にしても、やはり手花火は子どもがいればこその世界ですね。我が家の孫たちも、もう大きくなって、懐かしい思い出の世界となりました。 

更紗：子どもも大人も一緒に手花火を楽しんでいるのですね。打ち上げ花火もいいですが、手花火は何とも言えない風情がありますよね。さて、この句。私は子ども（それも、手花火を初めて持った小さい子）と捉えました。わくわくドキドキ、でも、ちょっとおっかなびっくり。花火を自分の手で持っているけど、ドキドキして、「お兄ちゃん！！替わって！」「お母さん！ちょっとこわい～！」そんな可愛らしい声が聞こえてきそうです。 

みのる：みすず解のように、鑑賞する人によっていろんな情景が連想できますが、いずれであっても手花火風景の特徴をよく捉えている点が非凡です。平凡な句ですが季語が動かず、写生のお手本ですね。 

18■ 大文字ながめがたりの世捨人

だいもんじながめがたりのよすてびと 

けんいち：京の大文字の送り火を眺めながら、何事か語っている世捨人。と読めますが、それがどのような風景なのかよく判りません。ポイントは、世捨人をどう解釈するかでしょうね。辞書を引きますと、世捨人には遁世者の意あり、遁世とは仏門に入ることも意味するとあります。そこで私なりの鑑賞ですが、俗世間から離れた、枯れ切った高齢のお坊様が、大文字の送り火を眺めながら、その字の由来やらもろもろのことを静かに語っていらっしゃる。まるでこの世からあの世に橋渡しされるように。 

よし女：大文字の送り火をつくづくとみつめながら、ゆっくり語るお坊様。「ながめがたり」がいいですね。大文字は、京都のお盆の風物詩と聞きます。お坊様も少し興奮気味に由来や、年々の燃える様子など話されたのでしょうか。大文字は、松の割木を井桁に組んで大の字を作り、夜八時に一斉に点火する。忽然と大の字が空中に浮かぶ。そして、「如意ヶ岳、妙法、船形、左大文字、鳥居形が次々と点される」とあり、一度見たいものだと思いました。

花茗荷：京都五山の送り火はお盆に帰ってきた先祖の精霊をあの世へ送る行事です。この世との交渉を断った僧侶がこの世の人に火文字を見ながらその意味や伝統の薀蓄を語っていることよ・・・でしょうか。世捨人ですが、山頭火やホームレスが浮かびましたが句意からすると僧侶だと思われます

とろうち：ちょっと難しいですね。大文字で検索すると、京都に限らず色々な地域で大文字焼きというのはあるのですね。京都のそれは大文字焼きとは言わないそうですが。山の火を見つめながら何を語るのか、それがまず想像出来ませんでした。世捨て人というのがどんな人を指すのか、それもいま一つピンときません。今回はお手上げです。 

嘉一朗：「青畝風土記」を開くと大文字はやはり京都の大文字五山送り火とあります。大正15とありますので、青畝師はまだ二十代。さてこの世捨人はご自分のことを言っておられるのでは、と解釈します。世の中を否定すれども、世を捨てきれない日々。生きるに悩む日に大文字の火を見よと誘はれているのでは？ 

みのる：夏の風物詩として有名な大文字の送り火ですが、その起源や由来が謎に包まれていて諸説あるようです。みなさん苦労されているように、確かにこの世捨人を誰と見るかというのは難しいですね。さほど高僧ではなくて、まだ少し俗気の残っている修行僧あたりと見ると面白く鑑賞できそうですね。この世捨人を作者自身と見るのは、少し穿ちすぎかと思います。 

19■ 天秤をしなはせ通ふ西瓜売

てんびんをしなはせかよふすいかうり 

けんいち：いまはもう見かけられなくなった風景。この季節になると、毎日のように天秤棒をしならせながら家の前を西瓜売りが通り過ぎてゆくよ。しならせるという語感が西瓜の重量感をうまく言い表していると思います。それにしても西瓜売りの売り声はどのようなものでしたのかね。
花茗荷：天秤棒を担ぐ売り屋は、昔見られました。野菜などを盥に入れて膝や腰で天秤棒の揺れを調整しながら行商していました。西瓜売で天秤棒のしなりがよく連想されると思います。

はるにれ：昔の夏の風物詩。20年前、中国上海でこのような夏の景色を見ていました。中国の天秤はとても太く、撓うなどとは無関係。担いでいる人はランニングに半ズボン、そしてゴム草履。西瓜はラグビーボールのような形でしたが、急激に変化した中国でももうこの景は見られないかもしれません。そんな夏の上海で、かつて日本にあった景と似ているのに情緒が違うなぁとすれ違うたびに思っていました。こうした今では見られない情景句の中にも、日本の情緒を感じることの大切さがあると思います。この西瓜売はどんな服装だったのかとか、天秤のしなうことの意味などを考えてみるのも楽しいことです。 

みすず：今年の5月に中国の吉林省へ行ったときは、天秤を担いだ西瓜売りにはお目にかかれず、市場では山積みにされた西瓜が売られていました。日本のその当時の西瓜売りは、どんな売り声でやって来たのでしょうね。焼き芋、竿竹、アイスキャンデー売り、豆腐屋の喇叭の音、いまでは懐かしい音となりました。「天秤をしなわせ通う」というのですから、暑い日差しの中、朝早くから自分の畑で取れた重い西瓜を売り歩く、大変な日々だったことでしょう。一個でも売れれば、それだけ荷が軽くなって、西瓜売りはほっとしたことでしょう。西瓜を買う人も挨拶を交わしながら西瓜を買ったことでしょうね。そして冷蔵庫なども無い時代だったので、井戸に冷やして、お父さんが帰ってきてから、子どもたちは楽しみに食べたのです。便利になった世の中、便利になった分だけ、何かが失われていったのかもしれません。そんな日常の細やかなひとコマが、「てんびんしなはせ」によく表されていると思いました。


とろうち：これは分かりやすいですね。天秤がしなうというところから、西瓜の重みがダイレクトに伝わってきます。実はこの句を読んだ時に、ある光景が浮かびました。暑い最中に西瓜売りの声。おかみさんが「ちょいと西瓜やさん」と引き留める。西瓜売りは汗びっしょり。おかみさんの声に「へい、らっしゃい」と天秤を下ろす。「この西瓜甘いかしら？」「甘いのなんのって。論より証拠、いっちょう切ってみましょうかい」。とんとんと切っておかみさんに渡し、自分もばくばくとほおばる。「あらホント甘いわね」「へえ、そりゃもう嘘は言いませんや、お、そこのかみさんもいかがです」。そう言いながら自分も二きれ目に手を出してばくばく。昔の西瓜売なんていうのは、結構おおらかなものだったのではないかと想像します。 

よし女：上手に天秤棒の舵を取りながら、玉の汗をかきながら腰で歩いてくる。重そうで、美味しそうで、喜んで待っている者もいる。残暑の日本の風物詩だったのでしょう。青畝師はそのような光景に感動されたのでしょうか。私は、この天秤担ぎを見たという、はっきりした記憶がないのです。時代劇の場面では時々見るのですが。蜆売り、野菜売り、魚売り、豆腐売りなどで、西瓜売りは映像でも見ませんね。 

みのる：現代人にとっては確かに映画の時代劇の世界ですね。想像は出来てもなかなか実感は湧かないです。「天秤をしなはせ」「西瓜売」の組み合わせは、私たちでも取り合わせできそうなんですが、「通ふ」はなかなか出てこない措辞です。この「通ふ」をどう解釈するかによって、とろうち解のような面白いストーリが連想できます。「路地を行ったりきたりしている様子」「馴染みの西瓜売で、いつも通ってきている」さてみなさんはどちらだと思いますか。正解は分らないのですが、どちらかというと後者でしょうか。雰囲気的には、長屋の路地の情景が浮かびますね。句を鑑賞するときは、出来る限り具体的な情景になるまで、深く深く掘り下げる訓練が大切です。

20■ 赤のまま天平雲は天のもの

あかのままてんぴょうぐもはてんのもの
けんいち：赤のままが野にひっそりと咲いているよ。空には秋の棚雲が浮かんでいる。この雲はあの渦巻き状に図案化された天平雲に似ているけれども、お札とか絵の上で見るのではなく、本来の天にあってこその天平雲なのだなあ・・・。ひなびた赤のままと、古代、伝説を偲ばせる天平雲との取り合わせがなんとも言えぬハーモニーをかもしだしています。師の故郷である、大和国原の秋の風景が目にうかび、そして天平という言葉が古代もそうであつたという時空をこえた風景として感じとれます。
はるにれ：いいお句ですね。青畝師という方にお目にかかりたくなりました。伸びやかですごく雄大な気持ちになる一句です。目前の赤まんまから目を転じたところに浮かぶ雲、その雲は天のものと下五で収めている・・青畝という一人の方の作品を読ませて戴くと、身近な生活を細やかにお読みになったものと、この句のように伸びやかで雄大なお心を表すようなものに出会えて、現実に生活していらしたその方の温かさや細やかさにじかに触れてみたかったという思いに駆られます。「奈落なるアルペンルート星月夜」のお句も天と地をつなぐ大きなお句でしたが凄みがありました。夜の闇がつないでいました。このお句は赤のままに天平雲という柔らかでのどやかなものがつないでいる・・どちらも天と地を結ぶ真実なのだと思わせられました。
嘉一朗：近景の赤のままと遠景の天平雲の対比。秋の大和路を歩きたくなります。
花茗荷：赤のままの近景と天平雲の遠景。赤のままの赤、天平雲の白、天の青。一句の中に距離感と色彩感が感じられる句です

とろうち：赤のままがいいですね。ひなびた雰囲気が、天平雲のゆったりした感じをさらに強めていると感じます。古都の秋を感じさせる句ですね。
よし女：始めは知的な一句だと思い、作者の感動は何だったのかを探りました。「仏像などで、デザイン化された雲も良いが、今日のような自然の雲がやっぱり一番だよ」と美しい空を見上げて呟かれたのでしょう。「天平雲」はそんな発想からの青畝師の造語なのだと思いました。うまいですね。赤のままから想像するに、夕景のような雲の色を連想しました。
みすず：何とも伸びやかな気持ちの良い句ですね。天平雲は天のもの、と言い切ることで秋の雲の美しさが強調されていると思います。季語の斡旋も素晴らしいですね。でも、こういう句は、あまり細かく鑑賞しないで青畝師が感じられた秋の空気を、私も胸いっぱい吸い込みたくなりました。
みのる：天平雲を言葉で説明するのは難しいので、ネット検索したらこんなのが見つかりました。
http://cobbleart.com/cd-roms/clouds.html
0034に、流雲-5（天平雲・建築） とあります。富士の高嶺にまとわりつくような天平雲の絵画もありました。『天平雲』というのは、絵画の方でしばしば用いられる言葉で火雲の謂といわれるとか。天平の絵画や彫刻に盛んに現れるところから、このように呼ばれるのかもしれません（自信はないのですが）。天と地を同時に詠むのはタブーと教えられたわたしには、「ウーン」と唸りたくなった作品です。この情景は、天と地とを詠んだものではなく、作者の佇んでいる足下に赤のママが群生しており、そこから遠景となる山稜のあたりまで天平雲の空が展がっているという一枚の絵と見ました。「天のもの」という措辞が非凡ですね。

21■ 針のごと目と目射しあふ大相撲
はりのごとめとめさしあふおおずもう
けんいち：千秋楽、優勝をかけた横綱同士の大一番です。仕切りを重ねる度にお互いの顔は紅潮し、目は鋭さを増してきます。まるでお互いの目と目に針が飛び交っているようです。制限時間一杯です。立ち上がりました・・・。栃若、柏鵬、その時代に並び称される、横綱同志の名勝負を想起しました。双葉山、北の湖は強すぎましたね。いまの朝青龍もそうですね。相撲は豊穣を祝い神に感謝するため、奉納されたので、秋の季語となつたと記憶しています。神に捧げるものであればこそ、その最高峰たる横綱は強いだけでなく品格も兼ね備えなければならないのでしょう。
こすもす：あの細い針の先と先がぴったりくっつくのは難しいでしょう。それほど強く鋭く真剣な視線を絡ませながら、仕切りが繰り返されます。制限時間一杯、さっと手を下ろして立ち上がる二人。ハッケヨイ、ノコッタ！押したり、寄ったり、戻したり息詰まる熱戦が予想されます。最近はこういう真っ向からの勝負　少なくなったような気もします。秋場所も大いに盛り上がって欲しいものです。
花茗荷：立会い前の緊迫した力士の様子です。土俵に上がり蹲踞し仕切りながらお互いに目で相手を威圧します。制限時間になるにつれその睨みはだんだん鋭くなっていきます。戦いは軍配の返る前からこのように始まっております。昔の琴風の睨みが強烈だったのを思い出します
とろうち：針のように目と目が射し合うわけですね。「刺す」ではなく「射す」という字が使ってあるのを考えると強い視線と視線のぶつかりあい、目から光りを放つような、睨み合いを想像します。大相撲ですから国技館ですね。制限時間いっぱいになって睨み合いが頂点に達し、お互いの呼吸を合わせて立つ。他の格闘技と違ってぎらぎらと闘志をむき出しにするのではなくむしろ静かで行き詰まるような、立つ前の1～2秒間。その独特の空気を「針のごと」と表現したのかなとも思いました
よし女：大一番の力士同士の対戦でしょうか。両力士が土俵上に相対し、立会いの身構えをしたときの、仕切りの瞬間の様子が浮かびます。目と目が射しあう、それが針のようだ、との表現は独特ですね。これが個性なのでしょうね。句会でこの句が出されたとしても、私は、選句が出来ないと思いました。でも何回も味わっているうちにすごい一句だと思いました
みのる：針で突き刺すほどの鋭い目線で睨み合う力士の写生ですね。目線に焦点を絞りきったことで、力士の力のこもった仕切りの様子が連想でき、さらに内に秘めた闘志、緊張感という見えないものも見えるような錯覚があります。感動の場面を写生するとき、出来るだけ省略を効かして焦点を絞ることで、より鮮明且つ具体的な連想が生まれるということを学びましょう。
22■　法師蝉耳に離れし夕餉かな
ほうしぜみみみにはなれしゆうげかな 

けんいち：日中はまだまだ暑いが、夕方は少し涼しくなってきた。おやっ、つくつく法師も鳴きだしたよ。その声を聞きながら、縁側に座りそこはかとなき秋の気配を感じとっています。奥様から食事ですよ、との声。もう少しここにいたいという気持ちを抑え食卓に座る。いままでは暑さに食事も進まなかったが、法師蝉の声にうながされて、今日は食事もすすむ。いつのまにかまだ鳴いている蝉の声も耳から離れ食事に夢中になっている。ああうまいなあ・・・食欲の秋きたる!そんな風景がうかびました。耳をはなれし、ではなく耳にはなれし、の表現が、微妙ですね。
花茗荷：真夏の炎天下でのミンミンゼミや、早朝や深夜にまでかけて狂ったように鳴くアブラゼミはいつまでも耳に残ります。法師蝉はお盆の頃から鳴きはじめ夏の蝉からすれば弱い鳴き声です。それで夕食の頃にはもう鳴き声が耳に残ることはなかったのでしょう。真夏の蝉から法師蝉へと変わり初秋を感じとっているのでしょう。
とろうち：法師蝉は他の蝉に比べるとあまり聞く機会がありません。けれどその独特の鳴き声はとても印象に残り、夏の終わりを感じさせます。突然鳴き出した法師蝉の声を聞きつつも、夕餉の頃には、気が付くといつのまにか聞こえなくなっていた。低音から始まり、ひとしきり鳴いては調子を変えつつクライマックスを迎え、そして鳴き疲れたように声を落としてゆく。しばらくしてまた同じように鳴き始めては終わり、次が始まるかと思うと、いつのまにか去っていったらしく二度と声が聞こえなくなる。あれ、いなくなっていたかという感じが句から感じられます。
こすもす：来客でもあったのかもしれませんし、何かの記念日か、ちょっと豪華な食卓だったのではないでしょうか？　そのため夕方から耳についていたツクツクホーシ、ツクツクホーシという鳴声が、いつのまにか食卓の賑やかさに押されて聞こえなくなっていた。食卓の話題は、秋めいてきた・・から始まったのに。
よし女：耳に離れし、の「に」を、ふと、耳を離れしと、「を」にしてしまいそうです。この違いは良く解りませんが。「を」は、法師蝉が、まだ鳴くという条件があるようで「に」は、すでに鳴き止んだ、もう今日は鳴かないよ。そして、夕餉と来ているので、奥様と二人か、小人数の、遅い夕食だったように思えます。
みのる：法師蝉が鳴き始めると、暑さも峠を超えたなぁという実感がありますね。日中の暑い時間帯には耳に憑くほど騒がしいですが、夕方になって気温が下がると少しずつ間遠な感じになって、ふと気ずくともうこんな時間になっていたというような体験はないでしょうか。「夕べかな」ではなく、「夕餉かな」なので、生活も見えてきますね。「出来るだけ具体的に」の教訓を学ぶことが出来ます。「耳を離れし」と「耳に離れし」の違いは、自動と他動の違いかと思いますが、意識のうちに蝉の声が遠くなったのではなく、「ふと気づけば、そうであった」という感じですね。
一字の違いに着目できるのは素晴らしく、鑑賞レベルの高さを証明しています。
23■　蕎麦打つ手見せて信濃のいなびかり
そばうつてみせてしなののいなびかり
けんいち：いま外は雷鳴、雷光、雷雨がすさまじく、夜半から続き眠らせてくれません。今日の句を読み、この雰囲気とは非常に違うなあと思いました。夏の雷に対して、稲光は秋の季語。音も雨もともなわず、光りだけ。その光りが蕎麦を打つ手を照らしている、というのです。静寂のなかでトントントンと蕎麦を切る音があります。ここは涼しい信濃、名物新蕎麦です。稲光は、稲の実りを助けるともいいます。土地の痩せた信濃には米はあまり出来ぬが蕎麦があるぞ、というのは深読みでしょうか。いずれにしても、寝苦しい夜を過ごした私には、涼風の駆け抜ける気分を与えていただいた句です。
光晴：やっと、すっと心に入る句が出てきました。信濃らしく、また感覚的で民話の世界を彷彿させます。「見せて」は、原因結果になるので使用が難しい助詞ですが、この場合は、「見せて」で見事な一場面となったと思います。
とろうち：全然見当違いかもしれませんが・・・この句の「見せて」というのは、軽い切れを表すものだと思います。蕎麦打つ手見せて／信濃のいなびかり。その蕎麦屋さんでは、蕎麦を打っているところを見ることができる。リズム感のある見事な手。蕎麦屋の自負を感じますね。打っているのは多分新蕎麦でしょう。店の中は賑わっているかもしれません。そして店の外の夜空には稲光があやしげに光っている。稲光というのは音がないせいか、どことなく静かなイメージです。信濃の稲光は稲ではなく、蕎麦を実らせるのだろうかといった感慨があったかもしれませんね。
よし女：強い稲光だったのでしょう。懸命に蕎麦を打つ手を稲光が浮き上がらせて見せてくれた。作者の感動が良く伝わります。信濃の地名によって新蕎麦を想像し、蕎麦を打つ人の場所が、少し薄暗い茅葺の日本家屋、そんな景を描きました。
花茗荷：薄暗い厨房のなかで仕事に精出す蕎麦屋の主人。その蕎麦を打つ職人の手を稲光が瞬時に鋭く光って映し出した。映し出された職人の手の明るさで厨房の暗さが想像できて明暗の対比が感じられます。
みすず：この稲光は、遠くでぴかぴかというのではなくて、瞬時に辺り一面を照らし出す真昼のような光を想像しました。蕎麦を打つ小さな空間に、きっと蕎麦を切る包丁もあることでしょう。音もない世界なのでちょっと不気味な感じです。一心に蕎麦を打っている様子を、蕎麦打つ手見せて、というところに、ポイントが絞られていて、写生がよく効いていると思います。
感度の良いカメラでカシャッと切り取ったような句だと感じました。
みのる：信濃は山処でもあるので稲光も珍しくなく、動じることなく淡々と見事な蕎麦打ちの手さばきを見せているのですね。「蕎麦」と「信濃」とは憑きすぎになるので、平凡な句になりがちですが、青畝師の手にかかると見事な写生になりますね。場所をどう見るかは、鑑賞者しだいですが、わたしは有名な蕎麦屋さんの店頭風景を連想しました。お客さんからの注文を受けてから、蕎麦を打ち、それを茹でて食べさせてくれると言うような風情ではないでしょうか。主人公は客で、自分の注文した蕎麦が打ちあがるのを頼もしく待っているのでしょう。

24■　佐渡を指す紺朝顔の花の上
さどをさすこんあさがほのはなのうへ 

けんいち：佐渡を指す紺／朝顔の花の上、と読みました。朝顔が「ぴしっ」と花を開けているその上に佐渡を指す紺があるよ。紺は朝顔の紺であり、佐渡へむけて朝顔がひらいているのが目に浮かびます。又さらに初秋の紺碧の朝空、錆色であるがおだやかな日本海もうかんできます。芭蕉の佐渡の句との対比も面白いですね。すがすがしい句です。映像でいえば朝顔が大写しにされ、その先に佐渡が島がうかんでいる風景でしょう。
光晴：佐渡を指す紺は、本州側から見た海ではないでしょうか？　海が目線の上に見える場所は多いです。目の近いところに清々しい朝顔が咲いている。ぐっと秋めいた朝の海、遠くに佐渡島、近くには朝顔の咲く漁師の家の路地が見えました。
はるにれ：景としてはとてもきれい。海と佐渡と朝顔ですから、「指す」をどう読むのかむずかしいですね。「ほら　あれが佐渡よ」と指差された先に佐渡が浮かび、指差した下には紺色の朝顔が咲いていたということなのでしょうか。
花茗荷：青畝師が地元の人に佐渡はどちらに見えるのか問うたのではないかと思います。あれが佐渡よと、朝顔の上の方から指差して教えた方角は、朝顔の紺と同じ様な紺碧の海が見えていることよだと想像しましたが・・
とろうち：佐渡を指しているのは誰（何）なのか、この句はどこで切れるのかに悩みました。そして、青畝師の他の俳句にも「紺朝顔」という言い回しがあることから紺は朝顔の色、指しているのは詠み人ではないかと解釈しました。塀の所に朝顔が咲いている。塀の向こうには海が見え、沖には佐渡が見える。あそこが佐渡だよと指さす手の下で、紺色の朝顔が咲いている光景を想像しました。朝顔という人の生活に密着した花を配したことで、海の近さ、佐渡の近さが実感できます。朝顔と海と秋空とのそれぞれの青色と、朝の涼味に溢れた爽やかな句だと思いました。
よし女：初秋の彼方に佐渡が良く見えた。その澄んだ空気に、つい思わず佐渡を指し、「あれが佐渡ヶ島だよ。」と周りの人に話されたのでしょう。紺朝顔で、初秋の朝の気持ち良さが抜群に出ていますね。
みすず：青畝風土記を見ますと、この句は越後出雲崎の句とあります。そこで数年前に、出雲崎へ行ったときのことを思い出しました。弥彦山に登る途中に、この句と同じ情景に出会ったのです。そのときは山道の途中で、朝顔ではなく紫陽花の上でしたが、本当に花の上に佐渡がぽっかりと浮かんで見えるのです。とても感動して何とか句にしたいと思ったのですが、出来ませんでした。この句を読んで、うーん、なるほどと感心しました。上五の具体的な動作によって、佐渡の美しさ、紺朝顔の風情がよりよく描写されていると思います。
みのる：青畝風土記を逆引きして予習される方が多いですが、まずは虎の巻を見ないで鑑賞するように努力しましょう。皆さんの推察どおり、佐渡を指差していると言う設定なので、本州側だということは分ります。越後地方で紺朝顔とゆかりの地があるかを調べてみましたが分りませんでした。なぜなら、季語が動くと思ったからです。みすず解に紹介されている紫陽花でもいいことになります。ではなぜ、紺朝顔なの？　という疑問が湧きますね。最近は昼間でも咲いているような改良品種があるようですが、紺朝顔は原種的存在なので、おそらく朝の早い時間帯であろうことが想定できます。もちろん意図的に紺朝顔を配置されたわけではなく実景だと思いますが、明けの明星が残っているような、そんな時間帯を連想することが出来ます。とすれば、朝ぼらけの沖にうっすらと影法師のような佐渡が見えているという情景が見えてこないでしょうか。このような情景の写生であるとすれば、紺朝顔という季語は動かないですね。虚子の句に、「暁の紺朝顔や星一つ　　虚子」がありますが、ふと青畝師の脳裏にこの句が浮かんだかもしれません。
25■　端近く蜂のぶらつく残暑かな
はしちかくはちのぶらつくざんしょかな 

けんいち：蜂は夏、花の蜜を吸い、繁殖します。残暑のこのごろは、まだ元気ですが、本来の役目はもう終っています。そこで巣のある軒端近くをブンブンとぶらつき散歩しているのです。そして生き残ったとしても、冬にはいれば、死に処を求め、あるいは死に処さえなく、飛べず歩かざるを得ないのです。暑いので、日陰を求め軒端を、蜂が飛んでいる、というだけの句でないと、鑑賞しました。人の命もかくたるものか・・・
花茗荷：暦では秋が立っても日中はまだ暑い。そんな中で蜂が軒端近くにうろうろとぶらつきながら暑さを凌いでいる様に見えて、暑さに耐えようとする生命の愛しさと、やがて終える生命の哀れさを感じます。青畝師と同じような障害をもつ鬼城の有名な句を思い出します。「冬蜂の死に処なく歩きけり 村上鬼城」

光晴：端居して涼を取る作者の前に蜂がきた。蜜を求めるならあの日盛りに出て行かねばならないだろうに、蜂でも踏切りが着かないようだ。それほどの残暑であるなあ～。上5、中7により格別な残暑の暑さが伝わってきました。
はるにれ：こういう句を拝見すると、青畝師という方はとてもユーモアのある方だったのかと思います。はじめ「蜂のふらつく」と読んでしまいました。残暑という言葉に蜂がふらつくほど暑い？と思ってしまったのです。でも「ぶらつく」なのですねぇ。ふらつくとぶらつくでは語感がまったく違う。端近くという言葉に「端居」という季語も思わず浮かんでしまいました。蜂がぶらついているなんて表現、誰にでも出来る表現ではないなぁと思うのです。 

とろうち：蜂のイメージというのはせっせと蜜を集めている姿や、スピードに乗って宙を飛んでいる姿ですね。それが軒の近くをぶらついているというのですから、蜂も少し運動量が落ちているわけですね。それがいかにも残暑にうんざりしているように見える。客観的な写生と俳諧味がマッチした佳句だと思います。
よし女：この一句は残暑の厳しさをよく現していると感心しました。特にぶらつくで、その感が一層深まります。蜂にも種類がいろいろあり、この句の蜂は、足長蜂のような気がします。残暑厳しく、端居して少し涼みたいが、蜂がぶらついていては、遠慮しておこう。そのような気持ちでしょうか。
更紗：「端近く」で何の端だろう…と考えて、皆さんの鑑賞より「端居」の「端」と分かり、蜂もこの暑さに参っているんだろうなぁと、なるほどと納得してしまいました。というのも、最近、息子の虫好きで、蟻から蝉、カブトムシ、かなぶん、など出会う虫の前で座り込み観察するのに付き合っているので、花のまわりに飛んでいる蜂に元気がないなぁなんて思っていたんです。そんな、蜂でも涼しさを求めて、端近くにぶらついていたりしたら･･･とてもユーモアがあって、「残暑」が効いているなと思いました。
みすず：今年は思いのほか厳しい夏でしたね。この句が作られた昭和7年といえば、まだクーラーなどがあまり普及していない時代でした。暑さを凌ぐには、団扇を手に縁台に出て涼をとったことでしょう。そんな作者の傍らに、蜂がぶらついていた。ああ、蜂も暑そうだなあ、いつものように、ぶんぶんと飛び回る元気もなさそうだ。一緒にここで涼もうか、といった優しさが感じられました。「ふらつく」だと哀れを誘いますが、「ぶらつく」と言ったところに俳諧味が感じられますね。
みのる：端近（はしぢか）ということばを紹介したくてこの句を取り上げました。広辞苑には載っていないようで、古語辞典に載っていました。説明には、「家の中で外に近いところ、つまりは、縁側・上がり口などのこと（さま）」とあります。つまり、端近は、部位を表しているのであって、端居の意味ではなさそうです。「残暑」と言う季語は、朝夕の涼しさを詠む場合と、昼間の暑さ名残を詠む場合との両方があると思いますが、揚句は昼間でしょう。みなさんの鑑賞にもあるように、「蜂のぶらつく」が非凡ですね。
26■　弘法の筆に新涼おぼえけり
こうぼふのふでにしんりゃうおぼえけり 

けんいち：昨年一年をかけて、堺から高野山金剛峰寺まで5回にわけて、西高野街道をウオーキングしました。最終回は10月紀ノ川のほとり学文路（かむろ）から金剛峰寺までの急なアップダウンで一番の難関でありました。とくに極楽橋から金剛峰寺の大石柱までが大変な急坂で昔の高野詣での厳しさが伺えました。しかし、たどり着いたときの爽涼はすばらしく、何事にも変えられないものでした。師は今の時期、まだ残暑きびしい時、車かロープウエイで高野山に参拝されたのでしょう。下界の暑さは無く、ここはもう秋。一瞬のうちの別世界。そして高野山開祖の空海すなわち弘法大師の書を宝物殿にでもみられて、書にもご堪能な師はさらに新涼感を深められたのでしょう。高野山ということを一言もいわれずに、初秋の高野山の風景を私に感じさせてくれました。
よし女：始めは「弘法の筆」を高野山に限定しなくてもよいのでは、と思いました。大師の流れるような筆捌きを見て、其処に作者はすがすがしさを感じられ、新涼と表現されたのかなと思いました。けんいちさん解を読んで、私も「正編青畝風土記」を調べたら、場所は昭和59年、高野山として載っていました。そうなれば、今年の暑さの中でも新涼の季語がとても生きてくると、一層理解が深まりました。そしてまた、いつまでも残る一句ですね。
とろうち：新涼とは新鮮な初秋の涼しさである。弘法大師の書の自在な筆の運びに、秋の涼しさを感じ取ったという意味でしょうか。これが新涼ではなく涼しさという季語だったらどうでしょうか。書に詳しくないのでうまく書けないのですが、かなりイメージは違いますよね。涼しさは夏の季語、色合いで言えば青や水色といった感じで、書（文字）として見た場合には、まだどこか若さを残しているような雰囲気があります。これが新涼となると、若さよりは円熟味といいましょうか、自在であり闊達であり、且つ流麗なといった書のイメージがします。書いていて本当に難しいです。なんて言っていいのか分かりませんが、この句の肝はこの「新涼」という言葉にあるのではないかと思います。
花茗荷：以前高野山へ行ったことを思い出します。宿坊の朝晩が夏とはいえとても寒かったことをよく覚えております。空海は三筆と呼ばれ「弘法筆を択ばず」「弘法にも筆の誤り」等、ことわざとその内容からしても書に対して才能があったことが伺えます。弘法大師の書を目の前にして新涼を感じとったというということでしょうが高野山の土地ではなくて書で新涼を感じたというのがよくわかりません。
みすず：弘法大師は日本の三筆に数えられた方。ネットで見てみました。
http://www.emuseum.jp/cgi/pkihon.cgi?SyoID=5&ID=w031&SubID=s000
流れるような筆運び、それでいて力強く、書には不得手な私にもその美しさが伝わってきます。新涼の季語が、まさにぴったりだと思いました。
みのる：部屋の中で新涼を覚えるケースは少ないので、おそらく山門とか玄関口に掲げられた扁額ではないでしょうか。「弘法の書に新涼をおぼえけり」ではなくて、「弘法の筆」とされたので、文章や言葉ではなくて筆捌きに涼しさを覚えたのですね。一字の違い、推敲の大事さを学びたいです。
27■　どぶにほふ苦情申さず地蔵盆
どぶにほふくじゃうまうさずぢざうぼん 

けんいち：そんなに遠くは無い、私のような年代ではまだ記憶にあたらしい、庶民の生活臭がぷんぷんと匂う句です。一ヶ月ほど前に近所が集って溝攫えしたどぶがもう匂ってきているよ。しかし今日は地蔵盆。この路地のお地蔵様を洗い、お菓子を供え、子供の名を書いた提灯を下げ、近所全員あつまり、子供を接待しようよ。少々どぶの匂いなどドンマイドンマイ。お地蔵様も苦情申されまい。そんな風景です。私の住んでいる堺。メインロードを一歩なかに踏み入れると、路地が迷路のごとく入り乱れています。竹之内、高野、熊野街道の一部もそのなかにあります。そしてそこに無数のお地蔵様がおられます。先日はそのそれぞれの地蔵盆をながめながら散策しました。どぶの匂いはしませんでしたが・・・・
とろうち：地蔵盆という風習自体、私にはなじみがないものでして、それ故に合評にも二の足を踏んでいたのですが、思い切って読んでみました。昔は私の家の前にもどぶがありました。それほど水や臭いがあった覚えはありませんが、そういった路地のそちこちにお地蔵様があって、普通に祀られていたということなのでしょうね。普段は臭う臭わないの応酬があったりするのに、今日は地蔵盆だからそんなことも言わずにお地蔵様を飾り立てている。庶民のなにげない一コマを切り取った句だと思います。
よし女：地蔵盆を広辞苑で引いてみると、京都で8月23、24日の地蔵菩薩の縁日に行う会式で、各地にもそれぞれの風習がある、と京都の地名がはっきり打ち出されていました。正編青畝風土記には、昭和42年京都とありました。この年代では下水道の完備は見られず、どぶと言われていたのです。流れも悪く、特有の臭いがしていたことはよく解ります。地蔵盆のこの日、子供たちは、福引をしたり、おやつを貰ったりしてみんな良い顔をしていたのでしょう。「どぶにほふ苦情申さず」の措辞によって、大人も一緒に、にこにこしている光景が想像できます。
花茗荷：子供達には楽しいお地蔵さまのお祭り、その前に大人たちは溝掃除、匂うのは我慢でしょう。子供の頃体験したどぶ掃除の時の匂いは今もよく覚えております。今は下水が整備され、側溝の掃除をしても、雨水だけなので乾いておりほとんど匂いません。

みのる：地蔵盆は寺の中に祀られている地蔵菩薩が対象ではなく、道祖神信仰と結びついた路傍あるいは街角（辻）の地蔵が対象となっています。道端に面して路地の端っこなどによく見かけますね。そのような場所と言うか、人々の生活に密着したお地蔵さんの雰囲気がよく出ています。ところで、「苦情申さず」は、誰のことでしょう。お地蔵さんのことでしょうか、それともお祭りをしている人々のことでしょうか？　この点が、この句の鑑賞のポイントかなと考えて思考をめぐらしましたが、どちらともとれます。あるいは両方の意味かもしれないです。作者には、どぶ臭さが匂ったのですが、土地の人たち馴れていて、お構いなしにまつりごとを楽しんでいるという情景ですね。
28■　かなかなの交錯したる谺かな
かなかなのかうさくしたるこだまかな 

けんいち：例によって舌頭に千転。心地良い響きですね。カ行のカとコの繰り返しによるのでしょうね。師は高野とか吉野によく行かれていますが、そのあたりの風景でしょうか。山と山が重なり合うあちこちからかなかなの鳴き声。それがお互いに響き合っている。初秋の山あいの夕暮れ時、淋しくも爽やかな様子を感じました。
とろうち：読んでいて心地の良い句ですね。けんいちさんが仰っているとおり、カ行のリフレインが蜩の声にもダブる気がします。山道などですぐ近くで蜩が鳴いている。鳴き止んだ時、今度は遠くの方で声がした。夏の終わりの夕暮れ、かなかなの谺という言い方に爽やかさを感じます。
よし女：交錯とは、幾つかのものが入り混じることですよね。あちこちの蜩の鳴き声が、谷間で交じり合い、一つの音の塊になって、跳ね返って来る。まるで谺のようだと、山国の様子がよく現れている一句だと思いました。作者は谷を見下ろすような、少し小高い場所に立たれたのでしょうか。
更紗：私は、まず、「谺」が読めませんでした。読みを見て「こだま」とのことで、国語辞典（旺文社）を引くと、「木霊、谺：（１）木に宿っている精霊　（2）山などで声や音が反響して同じように聞こえること。やまびこ」とありました。こだまと聞くと、私は（2）の意を想像してしまうが、なるほど、（1）と捉えると、掲句はもっと拡がりを持つような気がしました。かなかなの鳴き声があちらこちらから聞こえて、交錯する、そしてこだまして・・・一読すると、本当に心地よい、涼しい気分が味わえる句ですね。
花茗荷：蜩は人家の付近ではあまり鳴かないようです。夕方なのか朝方なのか、いずれも、かなかなの鳴く声が山の四方から響いてくるのが聞こえそうです。蜩ではなく「かなかな」としたことで「交錯したる谺かな」を強調しリズム感をだしているように思います
みすず：けんいちさんのおっしゃるように、カ行のリフレインがいっそうかなかなの谺をよく表していますね。人気の無い山奥で聞くかなかなの声は、心にしみいるものがあったことでしょう。交錯したる谺というのが、なかなかできない表現だと思います。吉野山で詠まれた句に、こんなのがありました。「どの谿となくかなかなの夕谺」

みのる：木霊は、木に宿っている精霊のことですが、谺は、山などで声や音が反響して同じように聞こえることです。四囲を山襖で囲まれたような場所に作者が立っている情景が見えてきます。あちこちから輪唱のようにかなかなが響いてくるのですね。難しい言葉や表現を使うでもなく、なんでもない句なのですが、「ウーン」と唸ってしまいます。言葉の魔術師といわれる青畝俳句の真骨頂です。
29■ 簷牙また芭蕉の翼裂きにけり 

えんがまたばせうのつばささきにけり 

けんいち：「簷牙」この字を漢語林でひきますと、エンガと読み、「軒端に牙のように突き出たたるき」とあります。たるきとは屋根の棟から屋根板をささえるため軒にむけ渡す長い棒とあります。エンとは軒、庇のことですが、語源は竹でできているからのようです。さて以上のような勉強をした結果。ひさしから突き出ている先端を尖らせた竹のたるきが、のびきって翼のようにひろがって秋風に揺れている芭蕉の葉を裂いている。風に揺れるだけで破れる葉なのに、なんともまた哀れなものだ。さらに想像を含まらせば。大鷲が二羽大空で争っている。一羽の嘴が他の一羽の広く伸ばした翼に食い込む。ぱっと羽が空中にみだれとぶ。そんな風景も想像しました。漢語林から得た知識から、この句は「えんがまたばしょうのつばささきにけり」とよんでも面白いともおもいました。この場合または別の意味になりますが。秋になると自然に破れる葉なのに、エンガもまた葉を破っている、と。
とろうち：難しい字ですね。私もまず漢和辞典に取りかかるところから始めました。簷は檐に同じで軒・庇の意味。簷牙は軒際に牙のように婉曲して突き出ている垂木とありました。中国風の寺院のような屋根ということでしょうか。芭蕉が風に煽られるたびに簷牙に当たって葉が裂ける。芭蕉の大きな葉を風に乗って飛んでいく翼に見立て、それを簷牙が切り裂いているようだと解釈しました。簷牙という言葉を日本国語大辞典で調べましたが載っていませんでした。日本語としてさほど利用例のある言葉ではないということなのでしょうか。出典として杜牧の「阿房宮賦」が挙がっていましたので、完全に中国風の建物を想像したのですが、偶然に「簷牙低しされば蓮の実当るらん　　　　　　　阿波野青畝」という句を見つけました。こちらの句ですと軒が低い＝日本風家屋という感じでもありますね。 

よし女：簷牙は牙のように尖った軒先ですよね。なかなか難しい文字です。芭蕉はバショウ科の大形多年草で、葉は、長さ2メートルほどもあり、傷つきやすいとありました。そして、俳人芭蕉は、その傷つきやすさを愛したともあります。風に揺れる芭蕉の葉を翼に見立て、簷牙近くに植えてあるその葉が、風でまた裂けてしまったよ。との思いを、風のことは言わないで簷牙が裂いたのだ、との断定が面白いです。作者の書斎近くか身近にあるのだと思います。お寺とか、お屋敷の廃墟などで時に見かけますが、どのくらいの年月で大きくなるものか、私も植えてみたい気がしています。

みのる：蘭亭というか、四方の軒先が反りあがってとがっているような唐風の屋根をご覧になったことがあると思います。その側に大きな芭蕉があって破れているのですね。破芭蕉という季語あるように、芭蕉は、うらぶれてぼろぼろになった姿に俳諧味があると、先人たちは感じたのですね。風に煽られている芭蕉の広葉を翼と見立てるのは類想もありそうですが、「簷牙」というわずか二文字の措辞によって、具体的な情景を連想させているところがうまいです。

30■ 星の飛ぶもの音もなし芋の上

ほしのとぶものおともなしいものうへ 

けんいち：先日ペルセウス流星群を見ようと真夜中まで頑張りましたが、見ることを得ませんでした。揚句は青畝風土記によれば、大正13年高取町とあり、流れ星はよく見えたのでしょうね。ところでこの句、「星の飛ぶ」と「芋」との季重なりですね。私は一読して満天の星のもとに青黒く静まりかへり、ひろごる真夜中の芋畑が浮かんできました。芋が主季語で、星飛ぶの措辞により真夜の芋畑の様子をくまなく表現していると鑑賞しました。
とろうち：最初、「星のとぶもの／音もなし」と読んでしまって、なんだろうと思ってしまいました。「星のとぶ／もの音もなし」ですね。前掲のかなかなの句が、カ行のリフレインによって耳にもキレのある心地よさを感じたのに対して、この句は中七・下五の「も」の字の繰り返しが、もごもごして粘っこく感じます。しかしそれによって上五の「星のとぶ」という言葉が、鮮やかにスピード感のあるものとして読んだあとに、強く印象に残ってきます。ですから私は、けんいちさんとは逆に、流星がメインで芋畑が付随するものと感じました。きっと流星群のようにたくさんの流れ星が見られたのだと思います。それは流れるのではなく飛ぶと言ったように、空を切るヒュッといった音が聞こえるが如く、鋭く夜空を切り裂いていったと想像します。しかし実際には星は無言で消えていき、一面の芋畑は町の喧噪や人声にも無縁でただ黒く、いくばくかの風に大きな葉を揺らしているのみであるといった風景を想像しました。 

よし女：多くの流れ星を感じますね。星の流れは瞬間のことなので、飛ぶと感じ、そのような表現になっているのでしょう。その星が飛ぶのに音がしない。ピュッピュッと空を切るのに音がしない。
地上は一面の里芋畑。「星の飛ぶもの音もなし/芋の上」このように読んでみました。主季語は「星飛ぶ」だと思います。　

はるにれ：青畝師のお句を拝見すると、ときどき季重ね季跨りかな？　と思う句にぶつかりますね。この句もはじめ二つかな、と思ったのですが星飛ぶが主季語と思いましたし、芋の上だからいいのだなぁとも思わされます。遮るもののない芋畑の夜空、あんなに星が飛んでいるのに音さえしないという光景が浮かびます。季語重ねはだめとか、季が違うものはだめとかいわれますが、青畝師のお詠みになる作品には、おおどかさ、こだわらない伸びやかさがあります。 

みすず：私も最初は星の飛ぶで切って読んだのですが、星の飛ぶで切ると、物音もなし、が終止形ですから、「星の飛ぶ/物音もなし/芋の上」となって三段切れのようになりますね。やはり、これはよし女さんのように、星の飛ぶ物音もなし/芋の上 と読んだほうがよいのかもしれません。この句は、師のふるさと高取町で作られたもので、師が25歳くらいのとき。故郷の夜に、美しい流れ星を見ながら、どんな思いに浸っておられたのでしょうか。黒々とした芋畑の上、空にあまたの流れ星。大自然の中の、静と動、闇と光。一幅の絵をみるような大きな景だと思います。 

花茗荷：澄みきった夜半に星が流れて行く中で、一切の物音すらしない静寂な芋畑を想像します。

みのる：どう見ても三段切れですよね。おまけに季重なり。論者にこの句をぶつけると、駄目句の代表選手になってしまうでしよう。「三段切れ、即悪句」ということではなく、「初心のうちは避けるべし」という戒めです。「季重なりを避けよ」もまた然りです。季の異なる季語を重ねることは論外なのですが、同季の場合は、よし女解、はるにれ解にもあるように、どちらかを主季語として鑑賞します。青畝師の造語として有名な「芋嵐」という季語があります。この季語がまだ主季語として市民権を得ていない初作で、「案山子翁あちみこちみや芋嵐」と詠まれました。なかなか味のある句ですよね。もちろんこの句では案山子が主季語です。この句でもわかるように、この季節は秋風が吹いていることが多いと思うのですが、揚句の場合、まったく無風という感じが伝わってこないでしょうか。星の飛ぶ音がするわけがありませんので、「もの音もなし」というのは、芋の葉が風に立ち騒ぐ音すらしない静寂な夜という意味だとわたしは思います。また、ひろびろと芋畑が広がっているそんな闇が浮かびます。

31■ 鋳像の顔また顔や法師蝉

ちうざうのかほまたかほやほふしぜみ 

けんいち：言葉そのものは難しくないのですが風景が見えてきません。中七の「や」で切れますので、なにかの鋳像がありそれが顔をそろえ多くあるよ、そしてそこに法師蝉がないているよ、か、法師蝉がたくさん鳴いているよ、その顔は鋳造の顔のようだよ、の二つですね。そこではたと膝を打つ。蝉の顔は鋳像のように黒光りしている。しかも鋳物のように殻という外枠から外されて出て来る。鋳像の顔は蝉の顔なのだと。そんな自然の造化もわずかな命。それもあちらにもこちらにも居る。そんな蝉の哀れさを特に秋蝉の法師蝉に託して詠まれたと。そんな気持ちがしてきました。 

とろうち：鋳造の顔がぞろぞろと並んでいる風景を想像してみたら、アジアン雑貨などを取り扱っている土産物屋を思い浮かべました。神様だか仏様だかの顔をかたどったキーホルダーや壁掛けなどが並んでいる。金太郎飴じゃないけど、どれをとっても同じ顔。店の外では法師蝉が鳴いている。夏休みも終わりの頃の、ちょっと立ち寄った旅の一コマといったものを想像しました。 

よし女：始めはとろうちさんと同じような気持ちでした。お土産物やさんに並べられている、鋳像の仏顔の数が多いのに作者は驚いた。時間が立つにつれ、どこかのお堂の中に並んでいる仏像の顔だろうかとも。「顔また顔」と強調してあるので仏様のお顔だけが並んでいて、その出来栄えに感動されたのか。或は、十一面観音の顔に感動されたのか。いずれにしても、顔は仏像の顔のような気がしています。季語の法師蝉との響きあいからもそう思うのですが、この一句お手上げです。
みすず：うーん、これは難しい。や、で切れているので、法師蝉の顔ととるのはむずかしいかなあ。これは顔が強調されているので、仏像のお顔をゆっくり歩いて見ている様子。心豊かに拝観していると、おりしも法師蝉が秋を告げているよ。というように解釈しました。顔また顔、という強調がよく効いていて、彫りの深い端正なお顔が浮かびます。

花茗荷：鋳型に流し込んで造られた同じ鋳造の顔が、あちらにもこちらにもある。そんな場所で法師蝉が鳴いている。これは法師蝉にも言えますね蝉の個々の顔は識別できません同じ顔ですから

みのる：文法的にこの句を解釈すると、鋳像の顔が沢山並んでいて、その周辺には法師蝉が鳴いている。と言うことですよね。なら、季語も動くし、「なんのことなるや」と言いたくなります。お堂の中に鋳像が並んでいて、外には法師蝉が鳴いているよ・・と解することもできますが、これまた季語が動きますし、何の感動もありません。では、「鋳像の顔（に）また顔（に）や法師蝉」ではどうですか。寺院の庭にゆわれある尊師の鋳像が立てられている。あろうことか何匹かの法師蝉がその顔にすがり付いてしきりに鳴いている。と解すると実に滑稽ですね。わたしは直感的にそのように感じたのですが、みなさんの鑑賞を読んでいると自信がなくなってきました。結局、この作品は青畝師に聞いて見なければ正解は分らないです。
